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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザにとってさらに親しみやすい情報入力装
置および情報出力装置を提供する。
【解決手段】表示画面にタッチパネルと人体通信部を設
け、表示画面へのタッチで指定した記憶部の情報格納位
置に人体通信部を介して伝えられる情報をタッチに応答
して入力する。タッチ入力中、完了、エラー等の表示を
行う。人体通信部は情報出力にも兼用される。情報出力
は表示画面以外の他の人体通信部からも可能とするが、
入力の際は画面への人体通信を禁止する。情報出力の際
はタッチパネルによる情報指定を記憶し、同じ手の指を
フリーにして情報伝達先の人体通信表示画面へのタッチ
を可能にする。このとき他の手で情報伝達元の機器を持
つ。情報指定記憶は人体通信完了で消去する。伝達元と
伝達先の表示画面を両手で同時タッチするリアルタイム
人体通信も可能である。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示画面と、前記表示画面へのタッチ位置を検知する検知部と、複数の情報格納位置を
有する記憶部と、前記表示画面に設けられた人体通信部と、前記検知部の検知に基づいて
指定された前記記憶部の情報格納位置に前記人体通信部を介して伝えられる情報を入力す
る制御部とを有することを特徴とする情報入力装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記検知部のタッチ位置検知に応答して情報を入力することを特徴とす
る請求項１記載の情報入力装置。
【請求項３】
　前記制御部は、情報の入力状態を前記表示部に表示することを特徴とする請求項１また
は２記載の情報入力装置。
【請求項４】
　前記制御部は、情報が入力中であることを前記表示部に表示する特徴とする請求項３記
載の情報入力装置。
【請求項５】
　前記制御部は、情報の入力完了を前記表示部に表示することを特徴とする請求項３また
は４記載の情報入力装置。
【請求項６】
　前記制御部は、情報の入力エラーを前記表示部に表示することを特徴とする請求項３か
ら５のいずれかに記載の情報入力装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記記憶部に記憶された情報を外部に伝達するため前記人体通信部に出
力情報を印加することが可能であることを特徴とする請求項１から６のいずれかに記載の
情報入力装置。
【請求項８】
　前記表示面以外の部分に設けられた第２の人体通信部を有するとともに、前記制御部は
、前記記憶部に記憶された情報を外部に伝達するため前記第２の人体通信部に出力情報を
印加することが可能であることを特徴とする請求項７記載の情報入力装置。
【請求項９】
　前記制御部は、前記検知部の検知に基づいて指定された前記記憶部の情報格納位置に前
記人体通信部を介して伝えられる情報を入力する際、前記第２の人体通信部の機能を禁止
することを特徴とする請求項８記載の情報入力装置。
【請求項１０】
　第１の人体通信部と、前記第１の人体通信部とは別の場所に設けられた第２の人体通信
部と、記憶部と、前記第１の人体通信部および前記第２の人体通信部の少なくとも一つに
前記記憶部に記憶された情報を外部に伝達するための出力情報を印加する制御部とを有す
ることを特徴とする情報出力装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記第１の人体通信部を介して伝えられる情報を前記記憶部に入力する
ことが可能であることを特徴とする請求項１０記載の情報出力装置。
【請求項１２】
　前記制御部は、前記第１の人体通信部を介して伝えられる情報を前記記憶部に入力する
際、前記第２の人体通信部の機能を禁止することを特徴とする請求項１１記載の情報出力
装置。
【請求項１３】
　表示画面を有し、前記第１の人体通信部は、前記表示画面に設けられることを特徴とす
る請求項１０から１２のいずれかに記載の情報出力装置。
【請求項１４】
　表示画面と、前記表示画面へのタッチ位置を検知する検知部と、選択可能な複数の情報
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を記憶する記憶部と、人体通信部と、前記検知部の検知に基づいて前記記憶部に記憶され
ている複数の情報の中から少なくとも一つを選択する選択記憶を保持するとともに前記選
択記憶に基づいて選択された情報を前記記憶部から外部に伝達するための出力情報を前記
人体通信部印加する制御部とを有することを特徴とする情報出力装置。
【請求項１５】
　前記制御部は、前記人体通信部による外部への情報伝達が完了すると前記選択記憶を消
去することを特徴とする請求項１４記載の情報出力装置。
【請求項１６】
　前記人体通信部は、前記表示画面に設けられていることを特徴とする請求項１４または
１５記載の情報入力装置。
【請求項１７】
　前記人体通信部は、前記表示画面以外に設けられていることを特徴とする請求項１４か
ら１６のいずれかに記載の情報入力装置。
【請求項１８】
　前記人体通信部は前記表示画面に設けられる第１の人体通信部と前記表示画面以外に設
けられる第２の人体通信部を含み、前記制御部は前記検知部の検知に基づいて前記記憶部
に記憶されている複数の情報の中から少なくとも一つを選択して外部に伝達するための出
力情報を前記第１の人体通信部印加することが可能であることを特徴とする請求項１４記
載の情報出力装置。
【請求項１９】
　前記制御部は、前記検知部の検知に基づいて出力情報を前記第１の人体通信部印加する
際、前記第２の人体通信部の機能を禁止することを特徴とする請求項１８記載の情報入力
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、情報入力装置および情報出力装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　モバイル機器や情報表示装置における情報入力に関しては、例えばＧＵＩ（Ｇｒａｐｈ
ｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）について種々の提案がなされている。情報入
力装置の具体的例はタッチパネルであり、画像情報が視覚的に出力されるとともに出力画
像にタッチすることで情報の入力が行われる。一方、情報伝達手段についても種々の提案
が行われており、例えば、特開２００４－２８２７３３（特許文献１）および特開２００
６－２７１７９８（特許文献２）には、人体を通じて通信を行う人体通信が提案されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００４－２８２７３３
【特許文献２】特開２００６－２７１７９８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
しかしながら、ユーザにとって負荷の少ない情報出力装置または情報入力装置の提供につ
いてはまだ種々検討すべき課題が多い。
【０００５】
本発明の課題は、上記に鑑み、ユーザにとってさらに親しみやすい情報入力装置および情
報出力装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
上記課題を解決するため、本発明は、表示画面と、表示画面へのタッチ位置を検知する検
知部と、複数の情報格納位置を有する記憶部と、表示画面に設けられた人体通信部と、検
知部の検知に基づいて指定された記憶部の情報格納位置に人体通信部を介して伝えられる
情報を入力する制御部とを有する情報入力装置を提供する。
【０００７】
上記の特徴によって、情報格納位置を指定するために表示画面にタッチした人体を通じ、
伝えられた情報を格納位置に入力することができる。つまり表示画面へのタッチが情報格
納位置の指定と情報伝達路の確保の二重の機能を果たすことになる。
【０００８】
本発明の具体的な特徴によれば、制御部は、検知部のタッチ位置検知に応答して情報を入
力する。これによって、表示画面へのタッチという一つの動作で情報格納位置の指定、情
報伝達路の確保および情報伝達の開始を行うことができる。
【０００９】
本発明の他の具体的な特徴によれば、制御部は、情報の入力状態を表示部に表示する。こ
れにより、表示を見ながら必要に応じてタッチを継続し、確実に情報伝達路の確保を行う
ことができる。このような表示の例としては、情報が入力中であることの表示、情報の入
力完了の表示、情報の入力エラーの表示などがある。
【００１０】
本発明の他の具体的な特徴によれば、制御部は、記憶部に記憶された情報を外部に伝達す
るため人体通信部に出力情報を印加することが可能である。これによって人体通信部が情
報の入出力に兼用される。さらに具体的な特徴によれば、情報入力装置は表示面以外の部
分に設けられた第２の人体通信部を有するとともに、制御部は、記憶部に記憶された情報
を外部に伝達するため第２の人体通信部に出力情報を印加することが可能である。これに
よって表示面にタッチしていない場合でも第２の人体通信部を通じて情報の伝達が可能と
なる。より具体的な特徴によれば、制御部は、検知部の検知に基づいて指定された記憶部
の情報格納位置に表示画面の人体通信部を介して伝えられる情報を入力する際、第２の人
体通信部の機能を禁止する。これによって悪意の情報等が第２の人体通信部から不用意に
入力されることが防止できる。
【００１１】
本発明の他の特徴によれば、第１の人体通信部と、第１の人体通信部とは別の場所に設け
られた第２の人体通信部と、記憶部と、第１の人体通信部および前記第２の人体通信部の
少なくとも一つに記憶部に記憶された情報を外部に伝達するための出力情報を印加する制
御部とを有する情報出力装置が提供される。これによって人体通信を行う際の自由度が広
がる。
【００１２】
上記本発明の具体的な特徴によれば、制御部は、第１の人体通信部を介して伝えられる情
報を憶部に入力することが可能である。これによって、人体通信部が情報の入出力に兼用
される。より具体的な特徴によれば、制御部は、第１の人体通信部を介して伝えられる情
報を記憶部に入力する際、第２の人体通信部の機能を禁止する。これによって悪意の情報
等が第２の人体通信部から不用意に入力されることが防止できる。他のより具体的な特徴
によれば、情報出力装置は表示画面を有し、第１の人体通信部は、表示画面に設けられる
。
【００１３】
本発明の他の特徴によれば、表示画面と、表示画面へのタッチ位置を検知する検知部と、
選択可能な複数の情報を記憶する記憶部と、人体通信部と、前記検知部の検知に基づいて
記憶部に記憶されている複数の情報の中から少なくとも一つを選択する選択記憶を保持す
るとともに選択記憶に基づいて選択された情報を記憶部から外部に伝達するための出力情
報を人体通信部印加する制御部とを有する情報出力装置が提供される。これによって、出
力情報を選択するためにタッチした指を表示画面から離しても選択記憶が保持され、操作
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の自由度が広がる。例えば、人体通信のために同じ指で外部の情報伝達先にタッチするこ
とも可能となる。
【００１４】
上記本発明の具体的な特徴によれば、制御部は、人体通信部による外部への情報伝達が完
了すると選択記憶を消去する。これによって、必要に応じた選択記憶の保持が可能となり
、情報伝達対象の混乱を防止することができる。他の具体的特徴によれば、人体通信部は
、表示画面に設けることができる。さらに他の具体的特徴によれば、人体通信部は、表示
画面以外に設けることができる。
【００１５】
上記本発明の具体的な特徴によれば、人体通信部は表示画面に設けられる第１の人体通信
部と表示画面以外に設けられる第２の人体通信部を含み、制御部は検知部の検知に基づい
て記憶部に記憶されている複数の情報の中から少なくとも一つを選択して外部に伝達する
ための出力情報を第１の人体通信部印加することが可能である。これによって、表示画面
へのタッチに基づくリアルタイムの情報出力も可能となる。より具体的な特徴によれば、
制御部は、検知部の検知に基づいて出力情報を第１の人体通信部印加する際、第２の人体
通信部の機能を禁止する。これによって、リアルタイムの人体通信の際に、悪意の情報等
が第２の人体通信部から不用意に入力されることが防止できる。
【発明の効果】
【００１６】
上記のように本発明によれば、人体通信機能を活用した情報伝達を容易に行える情報入力
装置または情報出力装置が提供される。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の実施例１におけるブロック図である。（実施例１）
【図２】実施例１におけるタッチパネルの表示を示す表示画面図である。
【図３】実施例１における販売装置制御部の機能を示すフローチャートである。
【図４】図３のステップＳ１２の詳細を示すフローチャートである。
【図５】図３のステップＳ２２の詳細を示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施例２におけるタッチパネルの表示を示す表示画面図である。（実施
例２）
【図７】本発明の実施例３におけるタッチパネルの表示を示す表示画面図である。（実施
例３）
【図８】本発明の実施例４におけるタッチパネルの表示を示す表示画面図である。（実施
例４）
【図９】本発明の実施例５におけるタッチパネルの表示を示す表示画面図である。（実施
例５）
【図１０】本発明の実施例６におけるタッチパネルの表示を示す表示画面図である（実施
例６）
【図１１】実施例６におけるテレビ制御部の機能を示すフローチャートである。
【図１２】図１１のステップＳ１４６の詳細を示すフローチャートである。
【図１３】実施例６における携帯電話制御部の機能を示すフローチャートである。
【図１４】本発明の実施例８におけるブロック図である。（実施例８）
【図１５】本発明の実施例８における表示部の表示を示す表示画面図である。
【図１６】実施例８における携帯電話制御部の機能を示すフローチャートである。
【図１７】図１６のステップＳ２７８の詳細を示すフローチャートである。
【図１８】図１６のステップＳ２８８の詳細を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【実施例１】
【００１８】
図１は、本発明の実施の形態に係る情報入出力装置の実施例１におけるブロック図である
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。実施例１はユーザ２によって保持される携帯電話４、ユーザ２の頭部に装着されるユー
ザ所有のヘッドフォン６、およびユーザ２の指８がタッチするタッチパネル１０を備えた
楽曲データ出力装置１２を含むシステムを構成している。実施例１は上記のようなシステ
ム構成により、ユーザ２の指８がタッチすることにより指定する楽曲のオーディオ信号を
ユーザ２の体を利用した人体通信によりヘッドフォン６に導くとともに、ユーザ２の指８
がタッチすることにより指定する楽曲データをユーザ２の体を利用した人体通信によりヘ
ッ携帯電話４にダウンロードできるようにしたものである。
【００１９】
携帯電話４は、携帯電話全体を制御するコンピュータからなる携帯電話制御部１４を有し
、携帯電話４の操作に応じて、電話機能部１６などを制御する。電話機能部１６は通常の
電話機能に関する部分であり、通信機能部並びに音声の処理部や送話器、受話器を含む。
携帯電話制御部１４の機能は記憶部１８に格納されたソフトウエアによって実行される。
記憶部１８は、また携帯電話４全体の制御に必要な種々のデータを一時的に格納するとと
もに、住所録データなど携帯電話に蓄積保持すべき情報の記憶装置にもなっている。記憶
部１８は、さらに楽曲データ販売装置１２からダウンロードした楽曲データの記憶装置に
もなっている。記憶部１８は上記のような機能を実現するため、ハードディスク等からな
る不揮発メモリ部と半導体メモリ等からなる揮発メモリ部を有している。
【００２０】
携帯電話制御部１４は、さらに携帯電話４の表示部１５を制御し、携帯電話の操作と連携
するＧＵＩ表示を行うとともに制御結果の表示を行わせる。表示部１５はタッチパネルと
して構成し、ＧＵＩの操作部を兼ねさせてもよい。携帯電話制御部１４は、電話機能部１
６の受話器とは別に設けられた発音部（不図示）を制御し、表示部とも連動して携帯電話
の種々の機能に関する通知音や警告音を発生するとともに携帯電話４のテレビ電話モード
などにおけるスピーカーの役目も果たす。携帯電話４はまた、ＧＰＳ部（不図示）を有し
、ＧＰＳシステムに基づいて衛星または最寄の放送局より携帯電話４の絶対位置情報であ
る緯度、経度、および高度の情報を得て携帯電話制御部１４に送る。この絶対位置情報は
、携帯電話制御部１４の制御により地図とともに表示部に表示され、ナビゲーション情報
として提供される。
【００２１】
携帯電話４は、電話機能部１６により通常の通話を含む電話回線を介した無線通信を行う
ことができる。携帯電話４には、これと別に無線ＬＡＮ、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（商標）、
微弱電波などによる近距離通信部２０が備えられており、近距離通信圏内に存在する他の
携帯電話または駅改札等との無線通信が可能となっている。この携帯近距離通信部２０は
法規制上問題のない規格に基づくものであって、通信圏は限られるが電話回線などのよう
に料金が発生しないものである。このように、携帯電話４は、通信回線の基地局を介した
インフラストラクチャー通信によって、他の携帯電話と通信可能であるとともに、近距離
通信部２０によって他の携帯電話または駅改札等との直接のアドホック通信が可能である
。
【００２２】
また、携帯電話４は、カメラ部２２を有し、撮影した画像を記憶部１８に記憶することが
可能であるとともに、電話機能部１６によって画像を他の携帯電話に送信することができ
る。なお、携帯電話４は、充電式の主電源（不図示）によって給電されていると共に、記
憶部１８はさらにリチウム電池などからなる補助電源（不図示）によりバックアップされ
ている。これによって、主電源の放電や交換の際に記憶部１８の揮発メモリ部に記憶され
ている情報が揮発するのを防ぐ。
【００２３】
携帯電話４はさらに、変調／復調部２４、およびこれと協働する送受信電極２６を有して
いる。送受信電極２６は携帯電話４の外壁など、人体表面に近い位置に設けられる。変調
／復調部２４および送受信電極２６は、例えば特開２００４－２８２７３３や特開２００
６－２７１７９８等に開示されている人体通信システムを構成し、人体を媒体とする通信
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を行なう。例えば、記憶部１８に記憶されている楽曲データなどが携帯電話制御部１４の
制御によりオーディオ信号出力部２８にてオーディオ信号に変換され出力されると、これ
が変調／復調部２４でユーザ固有の周波数の送信信号に変調され、この送信信号が矢印３
０に示すように送受信電極２６から携帯電話４を持つユーザ２の人体に印加される。携帯
電話４はユーザ２の手に持たれている場合のほか、衣服のポケットなどユーザ２の人体表
面に近接した場所に収納された状態でも良い。
【００２４】
上記のようにしてユーザ２の人体に送信信号が印加されると、送信信号に応じた強さの静
電磁界または誘導電磁界または準静電界（以下、「人体表面界」と総称する）がユーザ２
の人体周りに誘起される。人体表面界によって伝播する送信信号はヘッドフォン６の受信
電極３２で受信され、これが復調部３４でオーディオ信号に復調されることにより発音部
３６から楽曲となってユーザ２の耳に届けられる。このような人体通信により携帯電話４
からのオーディオ信号によりコードレスでヘッドフォン６を鳴らすことができる。なお、
この場合、送信信号の周波数はユーザ固有なのでこの周波数に設定していない外部からユ
ーザ２の人体に接触があっても情報が漏洩することはない。
【００２５】
次に、携帯電話４にダウンロードするデータやヘッドフォン６を鳴らすオーディオ信号を
提供する楽曲データ販売装置１２の詳細について説明する。このシステムに参加する場合
、ユーザ２のヘッドフォンにおける人体通信の送信信号の周波数は公表されている楽曲デ
ータ販売装置の試聴用周波数に設定されている必要がある。楽曲データ販売装置１２は、
オーディオショップなどに設置され、ユーザ２による選択のために多数の楽曲の一覧表ま
たはリストを表示するための表示面３８を有するタッチパネル４０が設けられている。表
示のためのデータは表示データ記憶部４２に記憶されており、このデータに基づき表示ド
ライバ４４が販売装置制御部４６の制御で上記の表示を行う。ユーザ２は、その指８によ
って表示面３８に表示された所望の楽曲名またはジャケット画像表示にタッチする。これ
によって、試聴の場合には、タッチした指８を通じた人体通信により、矢印４８に示すよ
うに楽曲データ販売装置１２からのオーディオ信号が受信電極３２に伝えられてヘッドフ
ォン６を鳴らす。また、楽曲購入の場合には、タッチした指８を通じた人体通信により、
矢印５０に示すように楽曲データ販売装置１２からの楽曲データが送受信電極２６に伝え
られて携帯電話４の記憶部１８にダウンロードされる。
【００２６】
まず試聴の場合について具体的に説明すると、ユーザ２の指８が表示面３８に表示された
所望の楽曲名またはジャケット画像表示の一つにタッチすると、その信号がタッチ位置検
知部４８にて検知され、その結果の処理にもとづき販売装置制御部４６が指８のタッチし
ている楽曲を認識する。なお、認識された楽曲は記憶部５５に記憶される。楽曲の認識に
応答して表示ドライバ４４は表示面３８の表示を制御し、タッチした曲名またはジャケッ
ト画像表示の周りに選択カーソルを表示して楽曲が認識されたことを表示してユーザ２に
伝える。なお、ユーザへの認知は選択カーソルに代えてジャケット画像を点滅させるかそ
の色を変えることによってもよい。
【００２７】
選択の表示と同時に、販売装置制御部４６は認知した楽曲を楽曲データ記憶部５６から呼
出し、これをオーディオ信号出力部５８にてオーディオ信号に変換、出力させる。オーデ
ィオ信号が出力されると、変調／復調部６０はこれを公表している試聴用周波数の送信信
号に変調し、送受信電極６２から表示面３８の表面に印加する。印加された送信信号は表
示面３８にタッチしているユーザ２の指を通じた矢印４８に示す人体通信により、ヘッド
フォン６の受信電極３２に伝えられる。これが復調部３４で復調されるとともに発音部か
ら発音されるので、ユーザ２はタッチパネル４０上で指８により選択した楽曲を試聴する
ことができる。なお、試聴を続けるには、指８をタッチパネル４０の表示面３８に接触し
続ける必要がある。指８が離されるとこれをタッチ位置検知部５４が感知し、販売装置制
御部４６は試聴をキャンセルしてオーディオ信号出力部５８からのオーディオ信号出力を
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停止する。なお、オーディオ信号出力は停止するが、楽曲の選択結果は記憶部５５に記憶
されているので、指８が離れても選択表示は選択がキャンセルされない限り継続する。
【００２８】
一方、楽曲購入の場合は、携帯電話４の人体通信用送信信号の周波数は、楽曲データ販売
装置が公表している購入専用の周波数に設定されている必要がある。この周波数は上記の
試聴用の周波数とは異なるものである。そして、このような条件下においてユーザ２の指
８が表示面３８に表示された選択済みの楽曲の購買を指示するボタンにタッチすると、そ
の信号がタッチ位置検知部４８にて検知され、販売装置制御部４６は購入が確認された楽
曲の楽曲データを楽曲データ記憶部５６から呼出す。呼出された楽曲データは変調／復調
部６０により上記のデータ購入専用の周波数の送信信号に変調し、送受信電極６２から表
示面３８の表面に印加する。印加された送信信号は表示面３８にタッチしているユーザ２
の指を通じた矢印５０に示す人体通信により、携帯電話４の送受信電極２６に伝えられる
。これが復調部２４で復調されるとともに記憶部１８に記憶される。なおこれに伴って同
じ人体通信経路により購入の決済処理が行われる。全てが完了するとその旨の表示が行わ
れるので、これを確認して指８を離せばよい。なお、楽曲データは圧縮データなので、指
８を接触させる時間は試聴の場合よりも格段に短い。また、データ通信用の送信信号の周
波数は試聴用の周波数と異なるので、データ通信信号がヘッドフォン６から聞こえて不快
な思いをすることはない。
【００２９】
楽曲データ販売装置１２は、さらに人体通信手段を持たないユーザのための試聴および楽
曲販売手段を備えている。具体的には、オーディオ信号出力部５８は接続部６４にもオー
ディオ信号を出力しており、この接続部６４に通常の有線ヘッドフォンを接続することに
より人体通信手段がないユーザでも試聴が可能である。このとき、タッチパネル４０の操
作等は人体通信の場合と共通である。また、楽曲購入の際には、楽曲データ販売装置１２
は近距離通信部６６からも楽曲データを出力することが可能である。近距離通信部６６か
ら出力された楽曲データは携帯電話４の近距離通信部２０と通信し、楽曲データの転送お
よび購入決済が可能である。購入の場合、タッチパネル４０の操作等は基本的には人体通
信の場合と共通であるが、近距離通信を始めるための操作は必要になる。
【００３０】
図２は、実施例１における楽曲データ販売装置１２のタッチパネルの表示面３８の表示を
示す表示画面図である。その説明は適宜図１の番号を参照して行う。図２（Ａ）は試聴用
の画面であり、楽曲のジャケット画像１０２、１０４などが曲名、演奏者などのコメント
１０６とともに表示されている。ユーザ２は指８によりいずれかのジャケット画像をタッ
チすることにより、楽曲の選択をすることができる。図２（Ａ）は、ジャケット画像１０
４にユーザ２の指８がタッチしている状態を示し、タッチパネル３８のタッチ位置検知部
５４の機能によりそれが検知されて選択カーソル１０８がジャケット画像１０４の周囲に
表示され、楽曲の選択がタッチパネル４０に認識されていることをユーザ２に通知してい
る。
【００３１】
一方ヘッドフォンアイコン１１０は、ヘッドフォン６がユーザ２の指８を通じて人体通信
状態にあり、人体通信プロトコルに従ってヘッドフォンから応答があるときに表示される
。これによってユーザは人体通信が可能になっていることを知ることができる。また、ヘ
ッドフォンアイコン１１０が表示されているときは、選択されているジャケット表示１０
４に対応する試聴用の楽曲のオーディオ信号が人体通信によりヘッドフォン６に送られる
のでユーザ２はヘッドフォン６によりこれを聞くことができる。
【００３２】
なお、楽曲選択が楽曲データ販売装置１２によって一度認識されると、指８の表示面３８
へのタッチが継続している限り、指８がジャケット画像１０４からずれても同じ楽曲の試
聴が継続される。これに対し、ユーザ２が指８を表示面３８から離すとタッチパネル４０
がこれを検知して楽曲の試聴を停止する。同時にヘッドフォンアイコン１１０の表示も消
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える。因みに、指８が表示面３８から離すと人体通信の経路自体も絶たれることになる。
一方、指８が表示面３８から離れても、ジャケット表示１０４に対応する楽曲が選択され
たことは楽曲データ販売装置１２の記憶部５５により記憶保持され、楽曲選択カーソル１
０８の表示も継続される。この状態でユーザ２の指８が購入ボタン１１２にタッチすると
選択した楽曲の購入処理に入り、図２（Ｂ）の購入用画面が表示される。一方、ユーザ２
の指８が終了ボタン１１４にタッチすると選択した楽曲を記憶している記憶部５５の記憶
がクリアされるとともに楽曲選択カーソル１０８の表示も消える。
【００３３】
図２（Ｂ）では、選択した楽曲に対応するジャケット画像１０４が拡大表示されるととも
に、歌詞、演奏者プロフィールなどの詳細コメント１１６が表示される。この状態では、
人体通信の送信信号の周波数が購入専用の周波数に設定される。図２（Ｂ）の画面におい
て認証／ダウンロード／決済ボタン１２２をタッチすると、指８を通じ楽曲データ販売装
置１２と携帯電話４との間に人体通信経路が形成され、人体通信プロトコルに従って携帯
電話４から応答があると携帯電話アイコン１１８および人体通信アイコン１２０が表示さ
れる。同時に、タッチ位置検知部５４が認証／ダウンロード／決済ボタン１２２へのタッ
チを検知し、携帯電話４の認証を始めとし、楽曲データ販売装置１２から携帯電話４への
楽曲データの送信を経て楽曲データ販売装置１２と携帯電話４との間の料金支払に関する
電子決済処理に至る一連の処理を行う。
【００３４】
なお、図２（Ｂ）の状態においても、認証／ダウンロード／決済ボタン１２２にタッチせ
ず、終了ボタン１１４にタッチすると、楽曲購入に入ることなく処理がキャンセルされる
。また、既に述べたように、楽曲データ販売装置１２は、近距離通信部６６によっても携
帯電話４との間で楽曲販売取引が可能であるが、このように人体通信によらず近距離通信
プロトコルにより携帯電話４から応答があったときは、携帯電話アイコン１１８のみが表
示され、人体通信アイコン１２０は消される。以上のような楽曲の試聴および購入の機能
に関しては、以下のフローチャートによってさらに詳述する。
【００３５】
図３は、図１の実施例１における販売装置制御部４６の機能を示すフローチャートである
。フローは楽曲データ販売装置１２に電源が供給されることによりスタートする。フロー
がスタートするとステップＳ２で、試聴用画面の表示が指示される。この結果、表示面３
８に図２（Ａ）のような表示がなされる。なお、この段階では図２（Ａ）の選択カーソル
１０８およびヘッドフォンアイコン１１０はまだ表示されない。次いでステップＳ４でタ
ッチパネル４０へのタッチの有無がチェックされ、タッチが検知されなければステップＳ
２およびＳ４を繰り返してタッチを待つ。
【００３６】
ステップＳ４でタッチが検知されるとステップＳ６に進み、試聴用の人体通信周波数が自
動設定される。この試聴用人体通信周波数は、ヘッドフォン６側で常に自動設定されてい
る。次にステップＳ８でタッチ位置検知処理がおこなわれ、タッチ位置が特定されるとス
テップＳ１０に進んで試聴楽曲の選択部分にタッチされたかどうかチェックする。これは
、具体的には、図２（Ａ）の楽曲のジャケット画像１０２、１０４などのいずれかに指８
がタッチしたことの検知に該当する。ステップＳ１０において試聴楽曲タッチであること
が検知されるとステップＳ１２に進んで選択された楽曲の試聴処理に入り、試聴処理が完
了するとステップＳ１４に移行する。ステップＳ１２における試聴処理の詳細は後述する
。なお、後述のように、ステップＳ１０において試聴楽曲タッチであることが検知される
と、試聴処理１２を通じて図２（Ａ）のような選択カーソル１０８がタッチした楽曲のジ
ャケット画像１０４の周りに表示されるとともに、楽曲の選択結果が記憶部５５に記憶さ
れる。一方、ステップＳ１０で試聴楽曲タッチが検知されたかったときは直接ステップＳ
１４に移行する。
【００３７】
ステップＳ１４では、購入ボタン１１２にタッチされたのかどうかのチェックがおこなわ



(10) JP 2011-128809 A 2011.6.30

10

20

30

40

50

れ、購入ボタンタッチが検出されるとステップＳ１６に進んで、記憶部５５における楽曲
選択記憶の有無をチェックする。そして記憶があればステップＳ１８に進んで購入用画面
の表示が指示される。この結果、図２（Ｂ）のような購入用の画面が表示される。なお、
この段階では図２（Ｂ）の携帯電話アイコン１１８および人体通信アイコン１２０はまだ
表示されない。
【００３８】
さらに、ステップＳ２０では、購入用人体通信周波数を自動設定する。この試聴用人体通
信周波数は、公開されていて携帯電話４において人体通信モードが起動さえていれば携帯
電話４側でも自動設定されている。次いでステップＳ２２の購入処理に入り、購入処理が
完了するとステップＳ２４に移行する。ステップＳ２２における試聴処理の詳細は後述す
る。なお、ステップＳ１４で購入ボタンタッチが検知されたかったときは直接ステップＳ
２４に移行する。
【００３９】
一方ステップＳ１６で楽曲選択記憶が検知されなかったときはステップＳ２３に移行し、
楽曲選択操作を促す案内表示を指示してステップＳ２に戻る。この案内表示は所定時間で
自動的に消える。つまり、図２（Ａ）において楽曲のジャケット表示のいずれにもタッチ
せずに購入ボタン１１２にタッチしたときは図２（Ｂ）の購入画面に移行せず、図２（Ａ
）の試聴画面が維持される。
【００４０】
ステップＳ２４では、終了ボタン１１４にタッチされたのかどうかのチェックがおこなわ
れ、終了ボタンタッチが検出されるとステップＳ２６に進んで、記憶部５５における楽曲
選択記憶をクリアしてステップＳ２に戻る。ステップＳ２では試聴用画面表示が指示され
るので、図２（Ｂ）の購入用画面が表示されている場合は図２（Ａ）の試聴用画面に戻る
。つまり、図２（Ａ）のような試聴用画面表示状態における終了ボタン１１４は、楽曲選
択のキャンセルボタンとして機能するとともに、図２（Ｂ）のような購入用画面表示状態
における終了ボタン１１４は、試聴画面への復帰ボタンとして機能する。
【００４１】
一方、ステップＳ２４で終了ボタンタッチが検知されなかったときは、ステップＳ２８に
移行し、ステップＳ４でパネルへのタッチが検知されてから所定時間が経過したかどうか
チェックする。ステップＳ２８に進む場合は、タッチパネル４０の表示面３８における所
定外の位置に指８がタッチした場合に相当する。このような場合、タッチパネル４０は反
応しないが、人体通信の送信信号は送受信電極６２から表示面３８全体に印加されている
ので、指８が表示面３８のどこにタッチしていても人体通信そのものは可能な状態にある
。
【００４２】
ステップＳ２８で所定時間の経過が検知されなかったときはステップＳ２４に戻り、ステ
ップＳ２４とステップＳ２８を繰り返し、この間に終了ボタンタッチが検知されれば上記
のようにステップＳ２６に移行する。一方、終了ボタンタッチが検知されないまま所定時
間が経過したときはステップＳ３０に移行し、電源供給が断たれたかどうかチェックする
。そして電源供給が継続していればステップＳ２に戻る。このようにして電源供給が継続
している限り、ステップＳ２からステップＳ３０が繰り返され、種々の状況に対応する。
【００４３】
なお、上記のように終了ボタンタッチによりステップＳ２に戻った時は記憶部５５の楽曲
選択記憶がクリアされるが、所定時間経過によりステップＳ２に戻った時は楽曲選択状態
が維持される。従って、終了ボタン１１４にタッチせずに図２（Ａ）の試聴画面に自動復
帰したときはサイド購入ボタン１１２にタッチすることで図２（Ｂ）の購入画面に再移行
することができる。一方、ステップＳ３０で電源供給が断たれたことが検知されるとフロ
ーは終了する。なお、電源供給が立たれた後の所定の終了処理のため、楽曲データ販売装
置１２には、少なくともステップＳ２８の所定時間以上の動作を保証する電力を蓄えるた
めのコンデンサが設けられている。
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【００４４】
図４は、図３のステップＳ１２における試聴処理の詳細を示すフローチャートである。フ
ローがスタートすると、まずステップＳ３２で、検出されたタッチ位置に対応する楽曲の
認識が行われるととともに、認識した楽曲のジャケット表示１０４の周りの選択カーソル
１０８の表示が行われる。次いでステップＳ３４で既選択楽曲の記憶が記憶部５５に保持
されているかどうかチェックし、記憶があればステップＳ３６に進んでこれを消去してス
テップＳ３８に進む。一方、ステップＳ３４で既選択楽曲記憶が検知されない場合は、直
接ステップＳ３８に進む。
【００４５】
ステップＳ３８では、今回のタッチにより新たに認識された楽曲を記憶部５５に記憶し、
ステップＳ４０でこの新規認識楽曲のデータを呼出す。さらに、ステップＳ４２に進み、
呼出したデータをオーディオ信号に変換する指示を行う。そしてステップＳ４４で、ヘッ
ドフォン６からの人体通信プロトコルに基づく応答の有無をチェックする。応答があれば
ステップＳ４６でその旨を表示する。これによって、図２（Ａ）のヘッドフォンアイコン
１１０が表示される。
【００４６】
このようにして楽曲データ販売装置１２とヘッドフォン６との間での人体通信が確立され
ると、ステップＳ４８でオーディオ信号を人体通信用の送信信号に変調する指示が出され
、変調されたオーディオ信号はステップＳ５０の指示により送受信電極６２に印加される
。以上を経て、ステップＳ５２では、選択した試聴用楽曲が終わりになり、オーディオ信
号の出力が終了したかどうかチェックする。そして終了でなければステップＳ５４でタッ
チパネルへのタッチが継続しているかどうかチェックする。この結果、タッチ継続が検知
されるとステップＳ５２に戻り、以下オーディオ信号が終了するかまたは指８が表示面３
８から離れるかしない限りステップＳ５２およびステップＳ５４が繰り返される。
【００４７】
ステップＳ５４でタッチ継続が検知されなくなるとステップＳ５６に進み、終了ボタン１
１４にタッチしたかどうかチェックする。終了ボタン１１４のタッチがなければステップ
Ｓ５８に進み、ヘッドフォンが人体通信による試聴を行っていたのかどうかチェックする
。そして人体通信試聴であった場合はステップＳ６０に進み、選択楽曲の試聴終了を指示
するとともにその旨の表示を指示してフローを終了する。この表示は、例えば次の操作を
示唆するために図２（Ａ）の購入ボタン１１２の表示を点滅させることなどによって行う
。このように人体通信による楽曲試聴の場合は、楽曲途中でオーディオ信号が終了してい
ない場合でも、指８を話すことによってこれがステップＳ５４で検知され、ステップＳ６
０に至って楽曲の試聴を終了させる。
【００４８】
一方、ステップＳ５８で人体通信による試聴であることが検知されない場合は、接続部６
４に有線でヘッドフォンを接続して行う試聴であることを意味するので、指６がタッチパ
ネルを離れた場合であってもステップＳ５２に戻り、オーディオ信号が継続する限りタッ
チによって選択された楽曲の試聴を継続する。なお、人体通信か否かにかかわらず、ステ
ップＳ５２でオーディオ信号の終了が検知されたとき、またはステップＳ５６で終了ボタ
ン１１４へのタッチが検出されたときは直ちにステップＳ５０に移行する。
【００４９】
また、ステップＳ４４でヘッドフォン６からの人体通信応答がないときは、ステップＳ６
２に進み、ヘッドフォンアイコン１１０の表示を行わない。そしてさらにステップＳ６４
では接続部６４へのオーディオ出力を指示してステップＳ５２に至る。これは、接続部６
４に有線でヘッドフォンを接続して行う試聴に対応するためである。この場合は、上記で
述べたように、指８のタッチによって楽曲が認識されれば、以後指８のタッチを継続しな
くても、オーディオ信号が終了するか終了ボタンへのタッチが行われるかしないかぎり、
優先のヘッドフォン試聴を継続できる。
【００５０】
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図５は、図３のステップＳ２２における購入処理の詳細を示すフローチャートである。フ
ローがスタートすると、まずステップＳ７０で図２（Ｂ）の購入画面が表示されてから所
定時間内に認証操作が行われたかどうかチェックする。そして所定時間内の操作が検地さ
れなければ直ちにフローを終了し、図３のステップＳ２４に移行する。これによって、既
に説明したように、図２（Ｂ）の購入画面が表示されてから所定時間の間に認証／ダウン
ロード／決済ボタン１２２にタッチしない場合は、選択記憶を維持またはクリアして、図
２（Ａ）の試聴画面に戻ることになる。言うまでもないが、選択記憶が維持されるのは、
ステップＳ２８で所定時間がさらに経過したことが検知された場合であり、選択記憶がク
リアされるのは、ステップＳ２４で終了ボタンタッチが検知された場合である。
【００５１】
これに対し、ステップＳ７０で所定時間内に認証操作が検知されるとステップＳ７２に移
行する。認証操作の検知とは、上記でも言及したが、認証／ダウンロード／決済ボタン１
２２へのタッチの検知である。ステップＳ７２では、タッチした指８を通じて携帯電話４
から人体通信プロトコルに基づく応答があったかどうかチェックする。ステップＳ７２の
段階では、既に図３のステップＳ２０により購入用人体通信周波数が設定済みであり、楽
曲データ販売装置１２は携帯電話４と人体通信可能な状態となっている。ステップＳ７２
で携帯電話４からの応答が検知され楽曲データ販売装置１２と携帯電話４との人体通信が
確立されるとステップＳ７４に進み、人体通信応答表示を行うとともに、ステップＳ７６
では携帯電話応答表示を行う。これらはそれぞれ、図２（Ｂ）において、人体通信アイコ
ン１２０および携帯電話アイコン１１８を表示することに該当する。
【００５２】
次いでステップＳ７８では、人体通信による取引を行ってよいかどうかの認証処理を行う
。これは予め楽曲データ販売装置１２を管理する業者と携帯電話４を所有するユーザ２と
の間の契約によって取り決めたＩＤおよびパスワードの認証作業に該当する。この認証方
法は他の方法も可能であり、後述する実施例におけるような生体認証等も可能である。ス
テップＳ７８における人体通信認証処理が完了するとステップＳ８０に進み、認証がＯＫ
であったかどうかチェックする。そしてオーケーであれば、ステップＳ８２で選択された
楽曲の購入用データを呼出すとともにこれを人体通信用の送信信号に変調する指示が出さ
れ、変調された楽曲データの送信信号はステップＳ８４の指示により送受信電極６２に印
加される。これによって指８を通じ、携帯電話に楽曲データが送信される。但し、この段
階での楽曲データは仮送信状態にあり、後述する有効化信号を受信しない限り再生できな
いものである。
【００５３】
次にステップＳ８６でタッチパネルへの指８０タッチが継続しているかどうかチェックす
る。この結果、タッチ継続が検知されるとステップＳ８８に進み、楽曲データの仮送信が
完了したかどうかチェックする。そして仮送信が完了していなければステップＳ８６に戻
り、以下、仮送信が完了するか指８が表示面３８から離れるかしない限りステップＳ８６
およびステップＳ８８を繰り返して楽曲データの仮送信を継続する。そしてステップＳ８
８で仮送信完了が検知されるとステップＳ９０の人体通信決済処理に入る。これは予め取
り決めた楽曲データ販売装置１２を管理する業者の銀行口座と携帯電話４を所有するユー
ザ２の銀行口座との間で所定の手続きにより電子決済を実行する処理である。
【００５４】
ステップＳ９０の人体通信決済処理が完了するとステップＳ９２で決済がＯＫかどうかの
チェックが行われる。口座が実在しなかったり預金額が不足していたりするとステップＳ
９２でのチェックはＯＫとならない。そしてステップＳ９２で決済ＯＫが確認されるとス
テップＳ９４に進み仮データを有効化し再生可能とするための有効化信号が送信される。
以上を経てステップＳ９８では、全ての処理がＯＫかどうかの再確認が行われ、ＯＫであ
ればフローを終了する。これに対しステップＳ９８で全処理ＯＫが確認されなかった場合
はステップＳ８６に進み、ステップＳ８６からステップＳ９８のやり直しを可能とする。
これは何らかの予期せぬ通信トラブルがあったときへの対応である。このやり直しはステ
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ップＳ８６からステップＳ９８のループから抜けない限り何回でも可能である。
【００５５】
これに対し、ステップＳ８６でタッチ継続が検知できなかったときはステップＳ１００に
移行する。これは、指８を介した人体通信路が断たれたことを意味するのでし、ステップ
Ｓ１００では、図２（Ｂ）の人体通信アイコン１２０を点滅させることにより指８が離れ
ていることを警告し、この警告を維持しながら、次のステップＳ１０２において再認証を
行う時間的猶予を与えるため、所定時間フローの進行を待機状態とする。この再認証とは
、指８を認証／ダウンロード／決済ボタン１２２に再度タッチさせる動作である。そして
この待機時間が経過するとステップＳ１０４でステップＳ９８でのＮＧ検知が３回目に至
っているかどうかチェックし、該当すれば直ちにフローを終了する。一方、ステップＳ１
０４でＮＧが３回目に至っていることが検知されない場合はステップＳ７０に戻り、図５
のフローを最初からやり直すことを可能とする。ステップＳ７０に戻るのは、ステップＳ
１０２の待機にかかわらず指が再タッチされなかったときに直ちにフローを終了するため
である。これに対し、ステップＳ７０に戻った時に指８が認証／ダウンロード／決済ボタ
ン１２２に再度タッチされていればステップＳ７２に移行するので、図５のフローを人体
通信確立からやり直すことが可能となる。
【００５６】
一方、ステップＳ７２で携帯電話４からの人体通信応答が検知されなかったときはステッ
プＳ１０６に移行し、楽曲データ販売装置１２の近距離通信部６６と携帯電話４の近距離
通信部２０との間の近距離通信プロトコルに基づく携帯電話４からの応答があるかどうか
チェックする。そしてこの応答もなければ通信による楽曲データの購入はできないので直
ちにフローを終了する。一方、ステップＳ１０６で携帯電話４からの近距離通信応答が検
知されればステップＳ１０８に進み、携帯電話応答表示を行う。これは図２（Ｂ）におい
て携帯電話アイコン１１８のみを表示することに該当する。そしてフローはステップＳ１
１０の近距離通信処理に移行し、所定の近距離通信手続きにより楽曲データ購入のための
認証／ダウンロード／決済処理を実行してフローを終了する。
【００５７】
以上のような実施例１において、ヘッドフォン６はユーザ２の個人持ちとして構成してい
るが、楽曲データ販売装置１２の設置されたオーディオショップに備えられた試聴専用ヘ
ッドフォンとして構成することもできる。この場合、試聴のための人体通信の送信信号は
オーディオショップ専用のものを設定できるので外部に公表する必要がなく、オーディオ
ショップ備え付けのヘッドフォン以外の手段で盗聴されることもない。
【００５８】
また、ユーザ２の個人持ちの試聴手段としては、ヘッドフォン６でなく携帯電話４自身の
電話機能部１６が有する受話器を用いることもできる。この場合、携帯電話４の人体通信
の送信信号の周波数が試聴用の周波数に設定されている必要がある。これによって、ユー
ザ２の指定した楽曲のオーディオ信号が試聴用周波数の送信信号に変調されて楽曲データ
販売装置１２から出力されると、楽曲指定のためにタッチしているユーザ２の指８を通じ
た矢印５０に示す人体通信により、これが携帯電話４の送受信電極２６に伝えられる。受
信された送信信号は、変調／復調部２４で復調されるとともに不図示のオーディオ信号と
して不図示の信号ラインによって電話機能部１６に伝えられるので、ユーザ２はタッチパ
ネル４０上で指８により選択した楽曲を携帯電話４の受話器で試聴することができる。
【実施例２】
【００５９】
図６は、本発明の実施の形態に係る情報入出力装置の実施例２に関するデータ販売装置の
タッチパネルの表示面における表示を示す表示画面図である。実施例２はイベント会場に
入場するための電子チケットデータを販売する装置として構成されたものである。その構
成は、ヘッドフォン６がないことを除くと図１の実施例１と共通のブロック構成となる。
但し、実施例２を理解する場合、図１における「楽曲データ」を「電子チケットデータ」
と読替えるものとする。また、実施例２の場合、電子チケットデータ販売装置１２におい
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てオーディオ信号出力部５８は不要である。
【００６０】
一方携帯電話４については、受信するデータのコンテンツが異なるだけなので、実施例２
におけるハード構成は実施例１と共通である。すなわち、携帯電話４は、楽曲のダウンロ
ードにおいても電子チケットデータのダウンロードにおいても共通の構成を有する。実施
例２において実施例１と事情が異なるのは楽曲データに比べて電子チケットデータの情報
量が極めて小さいことであり、通信にかかる時間も短いので、実施例１におけるように通
信中に指８が離れることについての配慮はさして必要でなく、データの選択のためにタッ
チパネルにタッチした瞬間、必要なデータが人体通信により携帯電話にダウンロードされ
るものと考えてよい。
【００６１】
図６の実施例２の表示画面図においては、図２の実施例１と対応する部分には２００番台
の番号を付し、十の位および一の位については同一の番号を付す。そして実施例１と同様
にして理解できる部分については、実施例１での説明を援用し、実施例２における説明を
簡略化することがある。図６（Ａ）は実施例１と同様の購入データ選択用画面であり、野
球アイコン２０２などで示されるスポーツイベント、小型バスアイコン２０３などで示さ
れる旅行イベント、演目アイコン２０４等で示される音楽コンサートイベントなどのイベ
ントスケジュールが、日付などのコメント２０６とともに日付順に表示されている。この
表示はイベントカテゴリー順とすることもできる。
【００６２】
ユーザ２は指８によりいずれかのアイコンをタッチすることにより、イベントの選択をす
ることができる。図６（Ａ）は、演目アイコン２０４にユーザ２の指８がタッチしている
状態を示し、タッチパネル３８のタッチ位置検知部５４の機能によりそれが検知されて選
択カーソル２０８が演目アイコン２０４の周囲に表示され、イベントの選択がタッチパネ
ル４０に認識されていることをユーザ２に通知している。実施例１と異なり、図２（Ａ）
の状態はタッチパネル機能によるタッチ位置検知だけが行われ、人体通信は行われない。
【００６３】
なお、イベントの選択が電子チケットデータ販売装置１２によって一度認識されると、指
８が表示面３８から離れても、演目アイコン２０４に対応するイベントが選択されたこと
は電子チケットデータ販売装置１２により記憶保持され、選択カーソル２０８の表示も継
続される。この状態でユーザ２の指８が購入ボタン２１２にタッチすると選択したイベン
トの購入処理に入り、図６（Ｂ）の購入用画面が表示される。一方、ユーザ２の指８が終
了ボタン２１４にタッチすると選択したイベントの記憶がクリアされるとともに選択カー
ソル２０８の表示も消える。
【００６４】
図６（Ｂ）では、選択したイベントに対応する演目アイコン２０４が拡大表示されるとと
もに、コンサートプログラム、イベント日時、会場などの詳細コメント２１６が表示され
る。実施例２では、このような図６（Ｂ）の状態になって、公開されている購入専用の人
体通信送信信号の周波数が設定され人体通信が可能となる。実施例１と同様にして、図６
（Ｂ）の画面において認証／ダウンロード／決済ボタン２２２をタッチすると、指８を通
じ電子チケットデータ販売装置１２と携帯電話４との間に人体通信経路が形成され、人体
通信プロトコルに従って携帯電話４から応答があると携帯電話アイコン２１８および人体
通信アイコン２２０が表示される。同時に、タッチ位置検知部５４が認証／ダウンロード
／決済ボタン２２２へのタッチを検知し、携帯電話４の認証を始めとし、電子チケットデ
ータ販売装置１２から携帯電話４への電子チケットデータの送信を経て電子チケットデー
タ販売装置１２と携帯電話４との間の料金支払に関する電子決済処理に至る一連の処理を
行う。
【００６５】
なお、実施例１と同様にして、図６（Ｂ）の状態においても、認証／ダウンロード／決済
ボタン２２２にタッチせず、終了ボタン２１４にタッチすると、電子チケット購入に入る
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ことなく処理がキャンセルされる。また、電子チケットデータ販売装置１２は、近距離通
信部６６によっても携帯電話４との間で電子チケット販売取引が可能であり、人体通信に
よらず近距離通信によって電子チケットデータの購入決済が可能なことも実施例１と同様
である。そして、実施例１と同様、近距離通信プロトコルにより携帯電話４から通信応答
があったときは、携帯電話アイコン２１８のみが表示され、人体通信アイコン２２０が消
されることについても実施例１と同様である。
【００６６】
実施例２における販売装置制御部４６の機能の詳細は、基本的には実施例１のフローチャ
ートにおいて「楽曲」を「イベント」と読替えて援用することにより理解できる。また、
実施例２では、「試聴」がないため、「試聴」単に「選択」と読替えて理解する。また、
実施例２では、図３のステップＳ６、および図４のステップＳ４０以降は不要となる。
【実施例３】
【００６７】
図７は、本発明の実施の形態に係る情報入出力装置の実施例３に関するデータ販売装置の
タッチパネルの表示面における表示を示す表示画面図である。実施例３は画像データ販売
装置として構成されたものである。その構成は、ヘッドフォン６がないことを除くと図１
の実施例１と共通のブロック構成となる。但し、実施例３を理解する場合、図１における
「楽曲データ」を「画像データ」と読替えるものとする。
【００６８】
また、実施例３の場合、画像データ販売装置１２における「オーディオ信号出力部５８」
は、「サンプル画像提供部５８」と読替えるものとする。このサンプル画像提供部５８は
画像データ記憶部５６の本画像データからデータ量を落とした小さな情報量のサンプル画
像を作成するものである。このようなサンプル画像は、転送にかかる時間は小さいが画質
の劣るものであって、必要に応じ無償で配布される。なお、サンプル画像提供部５８は、
画像データ記憶部５６のデータに基づいて新たにサンプル画像を作成する場合に限らず、
画像データ記憶部５６において同一画像について画像サイズの異なる複数の画像データを
予め用意して記憶している場合は、その中からサンプル画像として適当なものを抽出する
機能であってもよい。このように予め用意されているサンプル画像の好適な例はいわゆる
サムネイル画像である。
【００６９】
一方、実施例３の携帯電話４については、受信するデータのコンテンツが異なるだけなの
で、ハード構成は実施例１と共通である。すなわち、携帯電話４は、楽曲データのダウン
ロードにおいても画像データのダウンロードにおいても共通の構成を有する。なお、実施
例３においてサンプル画像はデータ量が少ないことから通信にかかる時間も短く、データ
の選択のためにタッチパネルにタッチした瞬間、必要なデータが人体通信により携帯電話
４にダウンロードされるものと考えてよい。
【００７０】
図７の実施例３の表示画面図においては、図２の実施例１と対応する部分には３００番台
の番号を付し、十の位および一の位については同一の番号を付す。そして実施例１と同様
にして理解できる部分については、実施例１での説明を援用し、実施例３における説明を
簡略化することがある。図６（Ａ）は実施例１と同様の購入データ選択用画面であり、サ
ンプル画像３０２、３０４などが表示されている。この表示は日付順やカテゴリー順など
適宜の順にソートできる。
【００７１】
ユーザ２は指８によりいずれかのサンプル画像をタッチすることにより、購入しようとす
る画像の選択をすることができる。図７（Ａ）は、サンプル画像３０４にユーザ２の指８
がタッチしている状態を示し、タッチパネル３８のタッチ位置検知部５４の機能によりそ
れが検知されて選択カーソル３０８がサンプル画像３０４の周囲に表示され、画像の選択
がタッチパネル４０に認識されていることをユーザ２に通知している。
【００７２】
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一方、図７（Ａ）における携帯電話アイコン３１１および人体通信アイコン３１３は、携
帯電話４がユーザ２の指８を通じて人体通信状態にあり、人体通信プロトコルに従って携
帯電話４から応答があるときに表示される。これによってユーザは人体通信が可能になっ
ていることを知ることができる。また、携帯電話アイコン３１１および人体通信アイコン
３１３が表示され、かつ携帯電話４がサンプル画像無料取得モード設定されているときは
、所望のサンプル画像にタッチすれば、タッチしたサンプル画像（例えばサンプル画像３
０４）に対応してサンプル画像提供部５８から提供されるサンプル画像データがタッチし
た指８を通じた人体通信により携帯電話４に送られ記憶部１８に無償で記憶される。この
ようにして携帯電話４に記憶したサンプル画像データは、あとで本画像データを購入する
際のアクセス情報となる。
【００７３】
なお、画像の選択が画像データ販売装置１２によって一度認識されると、指８が表示面３
８から離れても、サンプル画像３０４に対応する画像が選択されたことは画像データ販売
装置１２により記憶保持され、選択カーソル３０８の表示も継続される。この状態でユー
ザ２の指８が購入ボタン３１２にタッチすると選択したサンプル画像に対応する本画像デ
ータの購入処理に入り、図７（Ｂ）の購入用画面が表示される。一方、ユーザ２の指８が
終了ボタン３１４にタッチすると選択した画像の記憶がクリアされるとともに選択カーソ
ル３０８の表示も消える。
【００７４】
図７（Ｂ）では、選択した画像に対応するサンプル画像３０４が拡大表示される。ここで
、認証／ダウンロード／決済ボタン３２２をタッチすると、実施例１と同様にして指８を
通じ画像データ販売装置１２と携帯電話４との間に再び人体通信経路が形成され、人体通
信プロトコルに従って携帯電話４から応答があると携帯電話アイコン３１８および人体通
信アイコン３２０が表示される。同時に、タッチ位置検知部５４が認証／ダウンロード／
決済ボタン３２２へのタッチを検知し、携帯電話４の認証を始めとし、画像データ販売装
置１２から携帯電話４への本画像データの送信を経て画像データ販売装置１２と携帯電話
４との間の料金支払に関する電子決済処理に至る一連の処理を行う。なお、実施例３では
、図７（Ａ）および図７（Ｂ）のいずれの状態でも人体通信の送信信号の周波数は公開さ
れた共通の周波数が設定される。実施例３において画像データ販売装置１２から提供され
るのは画像データであり提供先も携帯電話４に限られるので、実施例１のように送信信号
の周波数を変える必要がないからである。
【００７５】
なお、実施例１と同様にして、図７（Ｂ）の状態においても、認証／ダウンロード／決済
ボタン３２２にタッチせず、終了ボタン３１４にタッチすると、本画像データの購入に入
ることなく処理がキャンセルされる。また、画像データ販売装置１２は、近距離通信部６
６によっても携帯電話４との間で画像販売取引が可能であり、人体通信によらず近距離通
信によって画像データの購入決済が可能なことも実施例１と同様である。そして、実施例
１と同様、近距離通信プロトコルにより携帯電話４から通信応答があったときは、携帯電
話アイコン３１８のみが表示され、人体通信アイコン３２０が消されることについても実
施例１と同様である。
【００７６】
実施例３における販売装置制御部４６の機能の詳細は、基本的には実施例１のフローチャ
ートにおいて「楽曲」を「画像」に、「オーディオ信号」を「サンプル画像データ」に、
「試聴」を「サンプルデータ無料取得」に、「ヘッドフォン」を「携帯電話」に、「楽曲
データ」を「本画像データ」に、それぞれ読替えて援用することにより理解できる。また
実施例３において図をでは、「試聴」がないため、「試聴」単に「選択」と読替えて理解
する。また、図３のステップＳ６、およびステップ２０はいずれも「人体通信用周波数設
定」と読替えて理解する。
【００７７】
上記実施例３は、画像データ販売装置として構成されているが、上記に説明した画像デー
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タ販売装置の構成は、ビジネスとしての画像販売だけでなく、私人間の無償の画像データ
交換装置として構成することも可能である。この場合、画像データ交換装置としての構成
は、私人の所有する携帯電話、デジタルカメラ、画像表示装置などに組み込んで構成する
のが好適である。これらの実施の際は、携帯電話、デジタルカメラ、画像表示装置などの
表示部を、図１のような表示機能部、タッチパネル機能部および人体通信用接触部として
構成することになる。
【００７８】
具体的には、例えば携帯電話としての実施の場合、図１の携帯電話４の表示部１５をタッ
チパネルとして構成するとともに送受信電極２６による送信信号をこのようなタッチパネ
ルに印加するようにすればよい。このような構成により、例えば携帯電話同士の場合は、
自分の携帯電話を持ちながら相手の携帯電話の表示部に表示されている画像にタッチすれ
ばタッチした指を通じた人体通信により相手の携帯電話の画像データが自分の携帯電話に
転送される。また相手の携帯電話の画像へのタッチは相手にさせ、自分は相手の体を触る
ことによって同様の画像データ転送を受けることもできる。
【００７９】
一方、自分の携帯電話を右手に持ちながら表示されている画像の一つを自分の右手親指で
タッチし、左手で人体通信機能を備えた電子フォトフレームなどの画像表示装置にタッチ
すれば、選択のために画像にタッチした右手指を通じた人体通信により、自分の携帯電話
から画像表示装置に選択した画像を転送して表示させることもできる。この場合、画像表
示装置の表示面が実施例３のような表示機能部、タッチパネル機能部および人体通信用接
触部として構成されていれば、左手の指でタッチすることにより指定した画面上の所望の
位置に、転送した画像を表示させることもできる。
【実施例４】
【００８０】
図８は、本発明の実施の形態に係る情報入出力装置の実施例４に関するデータ販売装置の
タッチパネルの表示面における表示を示す表示画面図である。実施例４は公共交通機関に
乗車するための電子乗車券データ販売装置として構成されたものである。その構成は、ヘ
ッドフォン６がないことを除くと図１の実施例１と共通のブロック構成となる。但し、実
施例４を理解する場合、図１における「楽曲データ」を「電子乗車券データ」と読替える
ものとする。また、実施例４の場合、電子乗車券データ販売装置１２においてオーディオ
信号出力部５８は不要である。
【００８１】
一方携帯電話４については、受信するデータのコンテンツが異なるだけなので、実施例４
におけるハード構成は実施例１と共通である。すなわち、携帯電話４は、楽曲のダウンロ
ードにおいても電子乗車券データのダウンロードにおいても共通の構成を有する。実施例
４において実施例１と事情が異なるのは、実施例２の場合と同様、楽曲データに比べて電
子乗車券データの情報量が極めて小さいことである。
【００８２】
図８の実施例４の表示画面図においては、図２の実施例１と対応する部分には４００番台
の番号を付し、十の位および一の位については同一の番号を付す。図８は実施例１と同様
の購入データ選択用画面であり、表示面４３８には、料金表示４０２、４０４などの乗車
券アイコン、回数券アイコン４０３、３ヶ月定期券４０５表示で示される定期券アイコン
などが、参考表示情報としての乗車料金を付記した路線図４０６とともに表示される。但
し、初期画面では、路線図４０６および認証ボタン４２２だけが表示されており、他の表
示はなされない。この状態において、表示面４３８には、公開されている周波数の送信信
号が印加されており、人体通信のための待機状態にある。また、携帯電話４側も同じ周波
数に設定されていて人体通信待機状態にある。なお、実施例４の電子乗車券データ販売装
置１２は通常の券売機としても機能可能であり、貨幣／紙幣投入部４０７に相当額のお金
を投入すると、投入された金額で購入可能な乗車券のアイコン等が表示され、その一つに
タッチすると、該当する紙の乗車券が通常乗車券排出部４０９から排出される。
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【００８３】
図８の表示面４３８において電子乗車券を購入する場合、ユーザ２は、指８によりまず認
証ボタン４２２にタッチする。これによって指８を通じ電子乗車券データ販売装置１２と
携帯電話４との間に人体通信経路が形成され、人体通信プロトコルに従って携帯電話４か
ら応答があると携帯電話アイコン４１８および人体通信アイコン４２０が表示される。そ
してタッチしている認証ボタン４２２を通じた人体通信により携帯電話４に決済資格があ
るかどうかの認証がなされ、ＯＫであれば、支払可能な金額までの乗車券アイコン４０２
等、回数券アイコン４０３、および定期券アイコン４０５される。このような認証結果は
、指８を認証ボタン４２２から離しても電子乗車券データ販売装置１２に記憶される。な
おこの記憶は取り消しボタン４１４へのタッチにより取消し可能であり、取消ボタン４１
４へのタッチがあれば乗車券アイコン４０２等は消えて初期画面に戻る。
【００８４】
認証結果が記憶されている状態で乗車券アイコン４０２等のいずれかにタッチすることで
、購入すべき乗車券データを選択することができる。図８は、乗車券アイコン４０４にユ
ーザ２の指８がタッチした状態を示し、タッチパネル３８のタッチ位置検知部５４の機能
によりそれが検知されて選択カーソル４０８が演目アイコン２０４の周囲に表示されてい
る。同時に、乗車券アイコン４０４にタッチしているユーザ２の指８を通じた人体通信に
より、該当する金額の電子乗車券データが携帯電話４に提供されて記憶されるとともに、
携帯電話４と電子乗車券データ販売装置１２との間で決済が行われる。従って選択アイコ
ン４０８の表示はこのような電子乗車券データの取得と決済の完了をユーザ２に知らせる
表示ともなっている。携帯電話４に記憶された電子乗車券データは、改札通過時、携帯電
話の近距離通信部２０と改札に設けられた近距離通信部の間の近距離通信により認証され
、ユーザ２が改札を通過するのを許可する。この近距離通信機能は既に改札で普及してい
る通常の構成である。なお、改札に人体通信機能が備えられる場合には、送受信電極２６
を通じた人体通信による改札を行うことも可能である。この場合、ユーザは改札の所定部
分にタッチして改札を通過することになる。
【００８５】
実施例４における販売装置制御部４６の機能における種々の要素の詳細は、対応する要素
を実施例１に関するフローチャートに求めることにより理解できる。実施例４では、認証
のためのタッチと電子乗車券取得および電子決済のためのタッチが分けて行われることに
注意する必要がある。しかしながら、実施例１における「試聴」（但し、試聴が携帯電話
４で行われる場合を準用）のための人体通信を実施例４における「認証」のための人体通
信に、実施例１における「楽曲データ購入」のための人体通信を実施例４における「電子
乗車券データ購入」のための人体通信に、それぞれ当てはめて理解することができる。な
お、実施例４では、携帯電話４と電子乗車券データ販売装置１２との間の人体通信におい
て用いられる送信信号の周波数は、「認証」においても「電子乗車券データ購入」におい
ても同じであるものと読替えてフローチャートを理解するものとする。
【実施例５】
【００８６】
図９は、本発明の実施の形態に係る情報入出力装置の実施例５に関するタッチパネルの表
示面における表示を示す表示画面図である。実施例５は銀行の自動出納機として構成され
たものである。その構成は、ヘッドフォン６がないことを除くと図１の実施例１と共通の
ブロック構成となる。但し、実施例５を理解する場合、図１における「楽曲データ販売装
置」または「販売装置」を「自動出納機」として理解するとともに「楽曲データ」を「出
納データ」と読替えるものとする。また、実施例５の場合、電子乗車券データ販売装置１
２においてオーディオ信号出力部５８は不要である。
【００８７】
一方携帯電話４については、受信するデータのコンテンツが異なるだけなので、実施例５
におけるハード構成は実施例１と共通である。すなわち、携帯電話４は、楽曲のダウンロ
ードにおいても銀行との間の出納データのやりとりにおいても共通の構成を有する。実施
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例５において実施例１と事情が異なるのは、実施例２や実施例４の場合と同様、楽曲デー
タに比べて出納データの情報量が極めて小さいことである。
【００８８】
図９の実施例５の表示画面図においては、５００番台の番号を付す。図９は自動出納機に
おける操作画面であり、表示面５３８には、一例として送金画面を図示している。具体的
には、取引依頼データ表示部５５０には送金人および受取人の氏名、銀行名、支店名、口
座番号ならびに送金金額などが表示される。受取人の銀行や支店のコード番号および口座
蛮行および送金金額等の入力は、適宜テンキー５５２にタッチすることによって行う。こ
の状態において、表示面５３８には公開されている周波数の送信信号が印加されており、
人体通信のための待機状態にある。また、携帯電話４側も同じ周波数に設定されていて人
体通信待機状態にある。
【００８９】
図９の表示面５３８を使って出納を行う場合、ユーザ２は、まず指８または掌で静脈認証
部５２２に触れる。これによって指８または掌を通じ自動出納機１２と携帯電話４との間
に人体通信経路が形成され、人体通信プロトコルに従って携帯電話４から応答があると携
帯電話アイコン５１８および人体通信アイコン５２０が表示される。そしてタッチしてい
る静脈認証部５２２を通じた人体通信により携帯電話４に格納されているユーザ２（送金
人）の氏名、銀行名、支店名、ならびに送金金額などが自動出納機１２に送信される。
【００９０】
自動出納機１２は、人体通信によって携帯電話４から送信されるユーザ２の口座などの電
子データおよび静脈人勝負５２２で検出した静脈データによりユーザ２およびその口座を
認証する。その際、自動出納機１２側から携帯電話４側への人体通信によるデータ送信も
行われ、双方向の人体通信によって認証が実行される。そして認証がＯＫであると、携帯
電話４からの情報に基づき、取引依頼データ表示部に送金人の氏名、銀行名、支店名、口
座番号を取引依頼データ表示部５５０に表示する。この表示を見ることによって、ユーザ
２は認証がＯＫとなったのを知ることができる。このような認証結果および取引データは
、指８または掌を静脈認証部５２２から離しても自動出納機１２に記憶される。なおこの
記憶は取り消しボタン５１４へのタッチにより取消し可能であり、取消ボタン５１４への
タッチがあれば取引依頼データ表示部５５０の表示は消えて初期画面に戻る。
【００９１】
取引を実行する場合には、認証結果および取引データが記憶されている状態で取引ボタン
５５４にタッチする。これがタッチパネルによって検出されると、まず、自動出納機１２
側で実行処理が行われ、取引が成立する。そしてその旨が取引依頼データ表示部５５０に
所定時間表示される。同時に、実効ボタン５５４にタッチしているユーザ２の指８を通じ
た人体通信により、該当する取引データおよび取引結果の口座残金データ等が自動出納機
１２から携帯電話４に提供され、携帯電話４の記憶部１８に格納されている電子通帳に記
帳される。以上のように、実施例５では、静脈認証などの生体認証等のためにタッチした
指や掌等を通じた人体通信により認証の目的である口座データなどの送信や認証情報の送
受信が行われるとともに、取引実行のためにタッチした指などを通じた人体通信により取
引結果の受信が行われる。なお、実施例５における自動出納機制御部４６の機能における
種々の要素の詳細は、実施例５と同様にして、実施例１に関するフローチャートに準じて
理解することができる。
【００９２】
以上に説明した本発明の種々の特徴は、上記の実施例による実施に限るものではなく、広
く応用可能である。例えば、ポスターなどの掲示物を人体通信可能なよう構成し、上記に
説明したような構成を有する携帯電話を所有する人との間での人体通信が可能となるよう
にする。このように構成すれば、携帯電話の所有者が指でタッチした掲示物の特定部分か
らその部分に関する電子情報を人体通信で携帯電話に自動入力することも可能である。こ
の場合、人体通信によって取得するのに好適な電子情報の例は、タッチした特定部分に関
する詳細情報を提供するＷｅｂサイトのＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌ
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ｏｃａｔｏｒ）などである。
【実施例６】
【００９３】
図１０は、本発明の実施の形態に係る情報入出力装置の実施例６に関するタッチパネルの
表示面における表示を示す表示画面図である。実施例６はテレビと携帯電話が連携した通
信販売装置して構成されたものである。実施例６の構成は、ヘッドフォン６がないことを
除くと図１の実施例１と共通のブロック構成となる。但し、実施例６を理解する場合、図
１における「楽曲データ販売装置」または「販売装置」を「テレビ」として理解するとと
もに「楽曲データ」を「商品データ」と読替えるものとする。また、実施例６の場合、テ
レビ１２においてオーディオ信号出力部５８は不要である。
【００９４】
一方携帯電話４については、送受信するデータが異なるだけなので、実施例６におけるハ
ード構成は実施例１と共通である。すなわち、携帯電話４は、楽曲のダウンロードにおい
ても通信販売において連携する通信販売表示装置１２とのデータのやりとりにおいても共
通の構成を有する。実施例６において実施例１と事情が異なるのは、実施例２、実施例４
および実施例５の場合と同様、楽曲データに比べて交換するデータの情報量が極めて小さ
いことである。図１では図示が省略されているがテレビ１２にはチューナーやスピーカー
などテレビの通常構成が全て備えられているものとする。
【００９５】
図１０の実施例６におけるテレビ１２の表示画面においては、その表示内容各部に６００
番台の番号を付す。なお、図２と同様にしてテレビ１２の表示面６３８には、タッチパネ
ル４０が設けられて指８のタッチ位置が検知可能となっているとともに、送受信電極６２
により表示面３８にタッチする指８を介した人体通信が可能となっている。そして放送が
「テレビショッピング」等と称される通信販売番組における商品選択画面表示となったと
き、表示面６３８には登録設定されている周波数の送信信号が自動的に印加され、人体通
信のための待機状態となる。このとき、表示面６３８のタッチパネル機能もオンとなる。
なお、携帯電話４側も、近距離通信部２０と近距離通信部６６との相互認証によって登録
済みのテレビ１２が近傍にあることが確認された状態で手動により通信販売モードを選択
することによって、同じ周波数に設定され人体通信待機状態となる。なお、近距離通信部
２０が登録済みのテレビ１２を確認しないときは手動で通信販売モードを選択しても人体
通信待機状態とはならず、意図しないものへのタッチによる悪意の情報侵入が防止される
。
【００９６】
テレビ放送される通信販売番組では、商品説明の要所において図１０（Ａ）のような商品
選択画面が番組進行に沿った所定時間だけ表示面６３８に静止画表示される。図１０（Ａ
）に示すように商品選択画面では複数の商品アイコン６０２が選択可能な商品メニューア
イコンとして表示される。そして、商品選択画面が表示面６３８に表示されている間に閲
覧ボタン６１２にタッチするとテレビ制御部４６はチューナーにより受信されている静止
画面内の全商品に関連する商品データを商品データ記憶部５６に記憶させる。さらに番組
進行にかかわらず商品選画面表示が継続する。そして終了ボタン６１４にタッチすれば表
示面６３８の表示は番組進行どおりの表示に戻る。なお、図１０（Ａ）において閲覧ボタ
ン６１２がタッチされてから終了ボタン６１４がタッチされるまでの間、現在「閲覧」状
態にあることを示すために閲覧ボタン６１２が図１０（Ａ）のように太枠で囲まれた表示
状態となる。一方、閲覧ボタン６１２がタッチされない場合は、番組進行に従い、商品選
択画面が次の表示に移行する。
【００９７】
なお、上記のようにして商品データ記憶部５６の記憶データは、所定の再生操作により任
意の時点で表示面６３８に呼出すことができ、この再生操作により、放送番組表示が図１
０（Ａ）の表示に置き換わる。再生の場合も、終了ボタン６１４にタッチすれば表示面６
３８の表示は番組進行どおりの表示に戻る。
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【００９８】
ここで、図１０（Ａ）のように「閲覧」状態において商品メニューアイコン表示がなされ
ているときにいずれかの商品アイコンを指６０８でタッチすると、その周囲にアイコンに
選択カーソル６０９が表示されて選択操作に対する反応表示となるとともに、その直後に
表示は図１０（Ｂ）における商品詳細情報画面に切換わる。なお、図１０（Ａ）、（Ｂ）
では、商品としての顕微鏡が選択された場合を図示している。図１０（Ｂ）では、選択し
た商品アイコンに対応する商品の拡大画像６０４が表示されるとともに、メーカー、価格
、仕様など商品の詳細コメント６１６が表示される。詳細コメント情報６１６は、指６０
８でタッチすることにより人体通信を通じて携帯電話４の記憶部１８に取り込むことがで
きる。
【００９９】
また、図１０（Ｂ）の状態において商品の拡大画像６０４の所望部分に指６０８でタッチ
すると、その部分拡大画像６０５が表示されるとともに、その部分の説明情報６０７が表
示される。説明情報は、所望部分にタッチしている指６０８を介した人体通信を通じて携
帯電話４の記憶部１８に取り込むことができる。なお、図１０（Ｂ）において指６０８で
「戻る」ボタン６１１にタッチすると図（Ａ）の表示に復帰する。
【０１００】
一方、図１０（Ａ）の商品選択画面表示状態においてＵＲＬボタン６１５にタッチすると
ＵＲＬ取得モードとなりＵＲＬボタン６１５が太枠で囲まれた表示状態となるとともに番
組進行にかかわらず商品選画面表示が継続する。ＵＲＬモードは、通信販売において購入
を決定した商品を選択し、その購入手続きを行うＷＥＢサイトに接続するためのＵＲＬを
取得するためのモードである。ＲＬモードにおいていずれかの商品アイコンを指６０８で
タッチすると、その周囲にアイコンに選択カーソル６０９が表示されて選択操作に対する
反応表示となるとともに、タッチした指６０８を介した人体通信を通じて携帯電話４の記
憶部１８に商品購入のためのＵＲＬを取り込むことができる。そして、購入手続きそのも
のは、取り込んだＵＲＬを用いて携帯電話４からインターネットを通じＷＥＢサイトにア
クセスすることにより行うことができる。このアクセスには電話機能部１６の通信機能が
取り扱う電話回線を通じて行われる。これによってＵＲＬを手で入力することなくアクセ
スが可能となる。ＵＲＬ取得モードにおいて終了ボタン６１４にタッチすれば表示面６３
８の表示は番組進行どおりの表示に戻る。
【０１０１】
また、図１０（Ａ）の商品選択画面表示状態においてＴＥＬボタン６１７にタッチすると
電話番号取得モードとなりＴＥＬボタン６１７が太枠で囲まれた表示状態となるとともに
番組進行にかかわらず商品選画面表示が継続する。電話番号取得モードは、通信販売にお
いて購入を決定した商品を選択し、その購入手続きを行うための電話番号を取得するため
のモードである。電話番号取得モードにおいていずれかの商品アイコンを指６０８でタッ
チすると、その周囲にアイコンに選択カーソル６０９が表示されて選択操作に対する反応
表示となるとともに、タッチした指６０８を介した人体通信を通じて携帯電話４の記憶部
１８に商品購入のための電話番号を取り込むことができる。そして、購入手続きそのもの
は、取り込んだ電話番号を用いて携帯電話４から電話機能部１６の通信機能を用いて通信
販売会社に電話をかけることにより行うことができる。これによって電話番号を手で入力
することなく電話をかけることが可能となる。電話番号取得モードにおいて終了ボタン６
１４にタッチすれば表示面６３８の表示は番組進行どおりの表示に戻る。
【０１０２】
図１１は、実施例６におけるテレビ１２のテレビ制御部４６の基本フローである。フロー
は主スイッチがオンされてテレビ１２に電源が供給されることによりスタートする。フロ
ーがスタートするとステップＳ１２２でチューナーが受信する放送中のテレビ番組画面が
表示される。次いで、ステップＳ１２４では通信販売番組が放送中であるかどうかチェッ
クし、放送中であればステップＳ１２６で商品選択画面が表示中であるかどうかチェック
し、該当しなければステップＳ１２８に移行する。
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【０１０３】
ステップＳ１２８では、以前の通信販売番組にて記憶された商品選択画面を再生する操作
がテレビリモコン等によって指示されている状態かどうかチェックし、再生指示中である
ことが検知されるとステップＳ１３０に進む。ステップＳ１３０では、表示面３８の表示
をチューナーが受信した放送画面から記憶情報に基づく商品選択画面に切換え、ステップ
Ｓ１３２に移行する。一方、ステップＳ１２６で、放送中の商品選択画面が表示中である
ときもステップＳ１３２に移行する。いずれの場合もステップＳ１３２で、タッチパネル
機能がオン状態とされ、ステップＳ１３４に移行する。
【０１０４】
ステップＳ１３４では、表示面６３８が商品選択画面表示となったことに連動して、公開
されている周波数の送信信号を表示面６３８に自動的に印加し、人体通信のための待機状
態とする。そしてステップＳ１３６において表示面３８のタッチパネル４０へのタッチの
有無をチェックする。タッチパネルへのタッチが検知されるとステップＳ１３８でタッチ
位置検知処理が行われる。次いでステップＳ１４０で選択表示画面が放送中のものかどう
かチェックする。そして放送中のものであればステップＳ１４２に進み、チューナーによ
り受信されている選択表示用の静止画面内の全商品に関連する商品データを商品データ記
憶部５６に記憶させる。さらに、ステップＳ１４４では、この記憶データに基づき、番組
進行にかかわらず商品選画面表示を継続させてステップＳ１４６に移行する。一方、ステ
ップＳ１４０で選択表示画面が放送中のものであることが検知されない場合は、記憶情報
に基づいて選択表示画面が表示されていることを意味するから直接ステップＳ１４６に移
行する。
【０１０５】
ステップＳ１４６では、では、ステップＳ１３８において検知されたタッチ位置に基づく
タッチ対応処理が行われる。その詳細は後述する。さらにステップＳ１４６では、パネル
へのタッチが終了ボタンへのタッチであるかどうかがチェックされ、終了ボタンがタッチ
された時はステップＳ１５０に移行する。ステップＳ１５０では、主スイッチがオフにな
ってテレビ１２への電源供給が断たれたかどうかをチェックし、電源供給が断たれたこと
が検知されればフローを終了する。一方、ステップＳ１５０で電源供給が断たれたことが
検知されない場合、フローはステップＳ１２２に戻り、表示面６３８ではチューナーによ
り受信される放送中のテレビ番組画面の表示が再開される。
【０１０６】
また、ステップＳ１３６でパネルへのタッチが全く検知されない場合はステップＳ１５２
に移行し、表示されている選択表示画面が放送中のものかどうかチェックする。放送中の
ものであればフローはステップＳ１２４に戻り、番組進行に基づく商品選択画面以外への
表示変化に対応できるようにする。一方、ステップＳ１５２で表示されている選択表示画
面が放送中のものであることが検知されない場合は記憶に基づく表示であることを意味す
るからステップＳ１３６に戻る。そしてパネルへのタッチが検知されるまではステップＳ
１３６とステップＳ１５２を繰り返し、タッチを待つ。また、ステップＳ１４８で終了ボ
タンのタッチが検知されない場合もステップＳ１５２に移行するが、この場合は、記憶に
基づく表示の場合しかないからステップＳ１３６に移行し、以下、ステップＳ１４８で終
了ボタンのタッチが検知されない限り、ステップＳ１３６からステップＳ１４８およびス
テップＳ１５２が繰り返され、記憶に基づく選択表示画面の表示を継続しながら、パネル
への種々のタッチに対応する。
【０１０７】
ところで、ステップＳ１２８で選択画面再生指示中であることが検知されない場合は、番
組進行および再生のいずれによっても商品選択画面が表示されていない通常のテレビ番組
の表示状態であることを意味するから、ステップＳ１５４に移行し、タッチパネル機能を
オフとするとともに、ステップＳ１５６で送受信電極６２への送信信号の印加を自動的に
停止し、人体通信が行われないようにする。このようにしてステップＳ１３２とステップ
Ｓ１５４の組合せにより、表示面の６３８の表示状態に応じて自動的にタッチパネル機能
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のオンオフを行うとともに、ステップＳ１３４とステップＳ１５６の組合せにより、表示
面の６３８の表示状態に応じて自動的に人体通信機能のオンオフを行う。
【０１０８】
図１２は、図１１のステップＳ１４６におけるタッチ対応処理の詳細を示すフローチャー
トである。フローがスタートすると、ステップＳ１６２で表示面６３８が図１０（Ｂ）の
ような商品詳細表示画面の表示状態にかるかどうかがチェックされる。そして商品詳細表
示画面でなければ、図１０（Ａ）のような商品選択画面表示状態であることを意味するの
で、ステップＳ１６４に進み、閲覧ボタンがタッチされたかどうかチェックする。タッチ
が検知されるとステップＳ１６６で閲覧モードが設定されたことを示す表示を行ってステ
ップＳ１６８に移行する。一方、ステップＳ１６４で閲覧ボタンのタッチが検知されない
ときは直接ステップＳ１６８に移行する。
【０１０９】
ステップＳ１６４では、ＵＲＬボタンがタッチされたかどうかチェックする。タッチが検
知されるとステップＳ１７０でＵＲＬ取得モードが設定されたことを示す表示を行ってス
テップＳ１７２に移行する。一方、ステップＳ１６８でＵＲＬボタンのタッチが検知され
ないときは直接ステップＳ１７２に移行する。ステップＳ１７２では、ＴＥＬボタンがタ
ッチされたかどうかチェックする。タッチが検知されるとステップＳ１７４で電話番号取
得Ｌモードが設定されたことを示す表示を行ってステップＳ１７６に移行する。一方、ス
テップＳ１７２でＴＥＬボタンのタッチが検知されないときは直接ステップＳ１７６に移
行する。
【０１１０】
ステップＳ１７６では、終了ボタンがタッチされたかどうかチェックする。終了ボタンタ
ッチの検知がなければステップＳ１７８に進み、商品アイコンのいずれかがタッチされた
かどうかチェックする。商品アイコンのタッチが検知された場合はステップＳ１８０に進
み、閲覧モードが設定されているかどうかチェックする。閲覧モードであればステップＳ
１８４に進み、表示を図１０（Ａ）における商品選択画面表示を図１０（Ｂ）における商
品詳細表示画面としてステップＳ１８６に移行する。一方、ステップＳ１８０で閲覧モー
ド設定が検知されないときは直接ステップＳ１８６に移行する。
【０１１１】
ステップＳ１８６では、ＵＲＬ取得モードが設定されているかどうかチェックする。そし
てＵＲＬ取得モードであればステップＳ１８８に進み、タッチしている指を通じた人体通
信によりＵＲＬのデータを携帯電話４に出力してステップＳ１９０に移行する。一方、ス
テップＳ１８６でＵＲＬ取得モード設定が検知されないときは直接ステップＳ１９０に移
行する。ステップＳ１９０では、電話番号取得モードが設定されているかどうかチェック
する。そして電話番号取得モードであればステップＳ１９２に進み、タッチしている指を
通じた人体通信により電話番号のデータを携帯電話４に出力してフローを終了する。一方
、ステップＳ１９０でＵＲＬ取得モード設定が検知されないときは直ちにフローを終了す
る。また、ステップＳ１７８でいずれの商品アイコンへのタッチも検知されない時も直ち
にフローを終了する。
【０１１２】
一方、ステップＳ１６２で表示面６３８が商品詳細表示画面の表示状態であることが検知
されたときはステップＳ１９４に移行し、ステップＳ１９４において商品詳細表示画面に
おける商品情報表示部分へのタッチが行われたかどうかチェックする。そしてタッチが検
知されるとステップＳ１９６に進み、タッチしている指を通じた人体通信により商品の詳
細データを携帯電話４に出力してステップＳ１９８に移行する。ステップＳ１９８では、
タッチしている位置が商品自体の部分かどうかをチェックし、該当すればステップＳ２０
に進んでタッチ中の部分を拡大した画像をオーバーラップ表示してステップＳ２０２に移
行する。一方ステップＳ１９８でタッチしている位置が商品の部分であることが検知でき
ない時は情報部分へのタッチなので直接ステップＳ２０２に移行する。さらに、ステップ
Ｓ１９４で商品情報表示部分へのタッチが検知されないときも、直接ステップＳ２０２に
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移行する。
【０１１３】
ステップＳ２０２では、商品詳細表示画面における「戻る」ボタンへのタッチが行われた
かどうかがチェックされ、該当すればステップＳ２０４に進んで表示を図１０（Ｂ）にお
ける商品詳細表示画から面図１０（Ａ）における商品選択画面表示に復帰させてフローを
終了する。なお、ステップＳ２０４ではさらに商品選択画面表示を閲覧モードとする。な
お、図１２のステップＳ１７６は、終了ボタンがタッチされたことを検知したとき速やか
にタッチ対応処理を終了させるために設けられているものである。図１１では、タッチ対
応処理のあとにさらにステップＳ１４８で終了ボタンのタッチが検知されているが、この
場合、同じことを二度検知してもフローの流れに支障はない。
【０１１４】
図１３は、実施例６における携帯電話４の携帯電話制御部１４におけるテレビ１２との連
携に関連する基本フローである。図１３では、携帯電話本来の通常の音声通話やメールな
どの機能は省略しており、通話やインターネットの機能はテレビ１２との連携に関する場
合のみ図示している。フローは主スイッチがオンされて携帯電話に電源が供給されること
によりスタートする。フローがスタートするとステップＳ２１２で携帯電話の立ち上げ処
理が行われる。次いで、ステップＳ２１４で人体通信機能の能動化を設定する操作が行わ
れたかどうかをチェックする。人体通信設定操作が検知されなければフローはステップＳ
２５０に移行し、ここで主スイッチによる電源オフが検知されない場合はステップＳ２１
４に戻る。このようにしてステップＳ２１４で人体通信設定操作が行われない限りステッ
プＳ２１４とステップＳ２５０が繰り返されることになるが、この間携帯電話の通常の操
作があればその操作に関するフローが実行されることになる。図１３ではこれらに関する
ステップの図示と説明を省略している。
【０１１５】
さて、ステップＳ２１４で人体通信設定操作が検知されるとステップＳ２１６に進み、登
録されたテレビ１２との間の人体通信用周波数の設定を行う。さらにステップＳ２１８で
近距離通信によりテレビ１２の認証を行い、認証がＯＫであればステップＳ２２０で送受
信電極２６に人体通信用の信号を印加して人体通信の待機状態に入る。次いでステップＳ
２２４でＵＲＬが人体通信を通じて取得されたかどうかチェックし、ＵＲＬ取得が確認で
きるとステップＳ２２６に進んでインターネットモードを自動設定する。さらにステップ
Ｓ２２８で取得したＵＲＬをアクセス先として自動設定し、通信販売のＷＥＢサイトへの
接続を準備する。なお、ステップＳ２１８でテレビ１２の認証がＮＧだったときはステッ
プＳ２５２に移行し、人体通信設定が禁止状態であることを表示した上でステップＳ２５
０に移行する。このようにして、人体通信に当たっては情報提供元を認証して不用意な人
体の接触により携帯電話４に悪意のデータを取り込むことのないようにする。
【０１１６】
ステップＳ２１８でテレビ１２の認証がＯＫになり、上記のようにしてステップＳ２２８
までで通信販売のＷＥＢサイトへの接続を準備ができると、ステップＳ２３０で、所定時
間内にＷＥＢサイトへの接続操作が行われたかどうかをチェックする。そして、接続操作
が検知されるとステップＳ２３２に進み、ＷＥＢサイトの案内に従った通信販売による商
品の購入処理を行ってステップＳ２３４に移行する。一方、ステップＳ２３０で所定時間
内の接続操作が検知されないときはステップＳ２３６に移行してＵＲＬを自動的に記憶し
、ステップＳ２３４に移行する。これによって、後日再検討の上で購入処理を行うことが
できる。なお、ステップＳ２２４でＵＲＬの取得が検知されないときは直接ステップＳ２
３４に移行する。
【０１１７】
ステップＳ２３４では、電話番号が人体通信を通じて取得されたかどうかチェックし、電
話番号取得が確認できるとステップＳ２３８に進んで取得した電話番号に基づいて通信販
売による商品購入のためのダイヤルの自動設定をおこなう。そして、ステップＳ２４０で
、設定された電話番号に基づいて所定時間内に発呼操作が行われたかどうかをチェックし
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、発呼操作が行われるとステップＳ２４２に進む。ステップＳ２４２では通信販売のため
の通話を行い、ステップＳ２４４に移行する。一方、ステップＳ２４０で所定時間内の発
呼操作が検知されないときはステップＳ２４６に移行して電話番号を携帯電話４の電話帳
に自動的に記憶し、ステップＳ２４４に移行する。これによって、後日再検討の上で購入
のための電話をかけることができる。なお、ステップＳ２３４で電話番号の取得が検知さ
れないときは直接ステップＳ２４４に移行する。
【０１１８】
ステップＳ２４４では、人体通信終了操作が行われたかどうかチェックが行われる。人体
通信終了操作が検知された場合はステップＳ２４８に移行し、電極への人体通信用信号の
印加を停止してステップＳ２５０に移行する。一方、ステップＳ２４４で人体通信終了操
作が検知されなかった場合はステップＳ２２４に戻り、以下ステップＳ２４４で人体通信
終了操作が検知されない限りステップＳ２２４からステップＳ２４４が繰り返されて人体
通信による情報取得に対応する。
【実施例７】
【０１１９】
実施例７は、街頭表示装置と携帯電話が連携した通信販売装置して構成されたものである
。なお、実施例７における街頭表示装置は、具体的には街頭のショーウインドウに付属す
る大画面表示装置、または街頭に掲示される電子ペーパー広告などとして構成することが
できる。その構成は、表示装置がテレビから街頭表示装置に代わったことを除き、実施例
６と共通なので、図１および図１０を援用して説明を行う。但し、実施例７を理解する場
合、図１における「楽曲データ販売装置」または「販売装置」を「街頭表示装置」として
理解するとともに「楽曲データ」を「商品データ」と読替えるものとする。また、実施例
７の場合も、街頭表示装置１２においてオーディオ信号出力部５８は不要である。なお、
街頭表示装置１２においては、図１の近距離通信部６６または図１に図示しない適宜の無
線／有線の通信手段によって通信販売商品の表示データが受信されるものとする。また、
街頭表示装置は商品情報表示専用なので、図１０（Ａ）においてテレビの番組進行どおり
の表示に戻るために設けられていた終了ボタン６１４は不要である。
【０１２０】
実施例７では、深夜を除く人の通行時間帯において、街頭表示装置１２の表示面６３８に
は公開されている周波数の送信信号が印加されており、人体通信のための待機状態にある
。このような時間に基づく制御は時計機能を内蔵している街頭表示装置制御部４６が行う
。一方、携帯電話４側は、通信販売モードとすることによって同じ周波数に設定され人体
通信待機状態にある。両者が待機状態にあるとき、メニューアイコンが表示面６３８に表
示されている間に閲覧ボタン６１２にタッチすると、現在「閲覧」状態にあることを示す
ために閲覧ボタン６１２が図１０（Ａ）のように太枠で囲まれた表示状態となる。以下、
「閲覧」状態の動作は実施例６と同様なので説明を省略する。また、ＵＲＬボタン６１５
にタッチした時の動作、およびＴＥＬボタンにタッチした時の動作も実施例６と同様なの
で説明を省略する。
【０１２１】
実施例７において、街頭表示装置１２がショーウインドウに付属する大画面表示装置とし
て構成される場合、表示面６３８に表示される商品は、実際にショーウインドウに展示さ
れている商品と対応させ、ショーウインドウの商品と同じ商品番号が付されるか、または
ショーウインドウの展示配置に対応したレイアウトで表示面６３８の商品アイコンを配列
することができる。一方、街頭表示装置１２が電子ペーパー広告として構成される場合は
、より簡単な構成をとり、図１０（Ｂ）のような拡大画像や詳細説明への画像変化をなく
し、図１０（Ａ）の商品アイコン６０２のみの表示とすることができる。この場合の機能
は人体通信を通じたＵＲＬまたは電話番号の取得に特化されるので、終了ボタン６１４だ
けでなく閲覧ボタン６１２の表示も不要となる。また商品アイコン６０２はシンボルでは
なく、実際の商品写真とすることができ、この場合、携帯電話４の表示部１５のみを用い
た通信販売に較べ、電子ペーパー広告の大画面表示によりおおきな商品写真に基づく購入
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検討が可能となる。なお、実施例７における電子ペーパー広告へのタッチに基づくＵＲＬ
や電話番号取得の特徴は、通信販売だけでなく、一般に電子ペーパー広告を見てＷＥＢに
アクセスして詳細情報を取得する場合や電話による問い合わせを行う場合、メモまたは手
入力の手間を省くのに有用である。
【実施例８】
【０１２２】
図１４は、本発明の実施の形態に係る情報入出力装置の実施例８におけるブロック図であ
る。実施例８は二つの携帯電話、７０４および８０４を含むシステムを構成している。実
施例８は上記のようなシステム構成により、例えば第１携帯電話７０４の表示部７１５の
所定部分をユーザの指でタッチしてデータを指定し、その後、第２携帯電話８０４の表示
部８１５の所定部分を同じユーザの指でタッチすることにより、指定された携帯電話７０
４のデータがユーザの体を利用した人体通信により携帯電話８０４の所定ディレクトリに
移動またはコピーされるよう構成したものである。
【０１２３】
図１４の実施例８の第１携帯電話７０４および第２携帯電話８０４の構成の大部分は図１
の実施例１における携帯電話４の構成と共通なので対応する部分にはそれぞれ７００番台
および８００番台の番号を付し、十の位および一の位については同一の番号を付す。そし
て実施例１と同様にして理解できる部分については、実施例１での説明を援用し、必要が
ないかぎり実施例８における説明を省略する。
【０１２４】
第１携帯電話７０４の表示部７１５には図１の楽曲データ販売装置１２の表示面３８に設
けられているのと同様のタッチ位置検知部７５４および人体通信用信号を印加するための
送受信電極７６２が設けられている。これによって表示部７１５はタッチパネルとなると
ともにタッチパネルにタッチした指を通じた人体通信が可能となる。このように第１携帯
電話７０４は、その外壁など人体表面に近い位置に設けられる送受信電極７２６および表
示面７１５に設けられる送受信電極７６２という二種の送受信電極を有し、これらはいず
れも変調／復調部７２４の制御下にある。同様にして、第２携帯電話８０４も、表示面８
１５にタッチ一件恥部８５４を有する。さらに、送受信電極についても、外壁などに設け
られる送受信電極８２６および表示面８１５に設けられる送受信電極８２６の二種を有し
、これらはいずれも変調／復調部７２４の制御下にある。
【０１２５】
既に述べたように、実施例８は表示面７１５および表示面８１５を活用した携帯電話間の
データやりとりが可能となっている。例として、第１携帯電話７０４のデータを第２携帯
電話８０４に伝達する場合について説明すると、データ伝達にあたり、まず候補となるデ
ータに対応する複数のファイルまたはフォルダのアイコンを表示部７１５に表示する操作
を行う。このとき、例えば第１携帯電話７０４はユーザの左手で保持されているものとす
る。そして表示部７１５に表示された複数のアイコンのうち一つにユーザの右指７０８で
タッチする。タッチ位置検出部７５４はこれを検知し、これによって伝達すべきデータの
特定が完了し、対応するデータが記憶部７１８から出力可能となる。
【０１２６】
一方、第２携帯電話８０４側では、伝達を受けるデータの格納位置を指定するための表示
を表示部８１５で行い、データ受領の準備をする。例えば、表示部８１５には、ディレク
トリ構造の所定階層における複数のフォルダが表示される。この状態で、同じユーザの右
指７０８で所望のフォルダをタッチする。タッチ位置検出部８５４はこれを検知し、伝達
先のディレクトリが特定される。そしてタッチを継続することにより、指定されていたデ
ータが送受信電極７２６から第１携帯電話７０４を保持するユーザの左手に出力される。
このデータは矢印８５０に示すようにユーザの人体を介して表示部８１５にタッチしてい
るユーザの右手指７０８に伝達され、送受信電極８６２から記憶部８１８に格納される。
このときの格納位置は、タッチ位置検出部８５４により検出されているユーザの右手指７
０８のタッチしているアイコンに対応している。以上のようにして、実施例８によれば、
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タッチパネルにタッチした位置に、タッチした指を通じた人体通信によってデータが入力
される。
【０１２７】
なお、第１携帯電話７０４において伝達すべきデータの特定が完了して変調／復調部７２
４から送受信婉曲７２６にデータが出力されるとき同じ信号が表示部７１５における送受
信電極７６２にも出力される。従って、右手で第１携帯電話７０４を保持しながらその指
７０８で表示部７１５のアイコンにタッチするごとき片手操作を行い、この操作を継続し
ながら左手の指（図１４では右手７０８が図示されているがこの場合は左手に読替えて理
解するものとする）で第２携帯電話８０４の表示部８１５にタッチするときは矢印８５１
で示すようにユーザの右手から左手への人体通信により第１携帯電話７０４から第２携帯
電話８０４へのデータ伝達が可能となる。
【０１２８】
図１５は、実施例８における携帯電話の表示部の表示を示す表示画面図であり、図１５（
Ａ）に第１携帯電話７０４の表示部７１５を、図１５（Ｂ）に第２携帯電話８０４の表示
部８１５をそれぞれ示す。また、図１５は第１携帯電話７０４から第２携帯電話８０４へ
のデータ伝達の場合を例として図示している。図１５（Ａ）における第１携帯電話７０４
の表示部７１５には、例として、伝達されるデータを写真画像としたときの画像アイコン
７０２が複数表示される。そして指７０８によりこれらの一つである画像アイコン７０５
にタッチすると、その周囲にアイコンに選択カーソル７０８が表示され、画像アイコン７
０５が選択状態にあることを表示する。この選択状態は選択のキャンセル操作がなされる
か、またはデータ伝達が完了するまで記憶されるので、指７０８を離しても操作状態は維
持される。
【０１２９】
一方、図１５（Ｂ）における第２携帯電話８０４の表示部８１５には、例として、伝達さ
れるデータを格納する候補となるフォルダアイコン８０２が複数表示される。そして指７
０８によりこれらの一つである画像アイコン７０６にタッチし、これを継続すると指７０
８を通じた人体通信により、フォルダアイコン８０５に対応するディレクトリ位置に画像
アイコン７０５に対応する画像データが伝達される。上記のように、この伝達が完了する
と、図１５（Ａ）におけるアイコンに選択カーソル７０８が消え、アイコンの選択が解除
される。
【０１３０】
図１６は、図１４の実施例８における第１携帯電話７０４の携帯電話制御部７１４におけ
る第２携帯電話８０４との間の情報伝達に関連する基本フローである。なお、図１６のフ
ローは、第２携帯電話の携帯電話制御部８１４にも全く同様に摘要できる。図１３の場合
と同様にして、図１６では、携帯電話本来の通常の音声通話やメールなどの機能は省略し
ており、携帯電話間の人体通信による情報伝達に関する場合のみ図示している。フローは
主スイッチがオンされて携帯電話に電源が供給されることによりスタートする。フローが
スタートするとステップＳ２６２で携帯電話の立ち上げ処理が行われる。次いで、ステッ
プＳ２６４で人体通信機能の能動化を設定する操作が行われたかどうかをチェックする。
人体通信設定操作が検知されなければフローはステップＳ２９４に移行し、ここで主スイ
ッチによる電源オフが検知されない場合はステップＳ２６４に戻る。このようにしてステ
ップＳ２６４で人体通信設定操作が行われない限りステップＳ２６４とステップＳ２９４
が繰り返されることになるが、この間携帯電話の通常の操作やその他実施例１から実施例
７に関連する操作などがあればその操作に関するフローが実行されることになる。図１３
と同様にして、図１６でもではこれらに関するステップの図示と説明を省略している。
【０１３１】
さて、ステップＳ２６４で人体通信設定操作が検知されるとステップＳ２６６に進み、登
録された他の携帯電話（例えば第２携帯電話８０４）との間の人体通信用周波数の設定を
行う。さらにステップＳ２６８で近距離通信によりたの携帯電話の認証を行い、認証がＯ
ＫであればステップＳ２７０に移行する。なお、ステップＳ２６８で相手の携帯電話の認
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証がＮＧだったときはステップＳ２９６に移行し、人体通信設定が禁止状態であることを
表示した上でステップＳ２９４に移行する。このようにして、人体通信に当たっては相手
を認証することにより、不用意な人体の接触により携帯電話７０４から想定外の相手に情
報が漏洩したり悪意の相手から情報を受領したりすることがないようにする。
【０１３２】
ステップＳ２７０では、ステップＳ２６４で検知された設定操作が他の携帯電話への情報
伝達を選択する操作だったかどうかチェックする。そしてステップＳ２７０で伝達操作が
検知されるとステップＳ２７２に進み、表示部７１５の送受信電極７６２に人体通信用の
信号を印加してステップＳ２７４に移行する。ステップＳ２７４では、ステップＳ２７０
で設定された伝達操作が表示部間に限る人体通信モードであったかどうかチェックする。
表示部間人体通信モードは情報伝達側と情報受領側の携帯電話がともにリアルタイムで人
体通信路により結ばれた場合にのみ情報授受を可能とするもので、想定外の相手への情報
漏洩や悪意の相手からの情報受領を防止するためのセキュリティ対策の一つである。
【０１３３】
ステップＳ２７４で表示部間人体通信モードであることが検知されないときはステップＳ
２７６に進み、外壁の送受信電極７２６にも人体通信用の信号を印加してステップＳ２７
８に移行する。このようにして表示部間人体通信モードでなければ、携帯電話外壁および
表示部のいずれに接触している状態でも人体通信が可能となり、携帯電話を保持する自由
度が広がる。一方、ステップＳ２７４で表示部間人体通信モードであることが検知された
ときはステップＳ２８０に進み、外壁の送受信電極７２６への信号印加を禁止してステッ
プＳ２７８に移行する。ステップＳ２７８では、相手の携帯電話へのデータ伝達処理を行
ってステップＳ２８２に移行する。データ伝達処理の詳細は後述する。一方、ステップＳ
２７０で伝達操作が検知されないときは、直接ステップＳ２８２に移行する。
【０１３４】
ステップＳ２８２では、ステップＳ２６４で検知された設定操作が他の携帯電話からの情
報受領を選択する操作だったかどうかチェックする。ステップＳ２８２で受領操作が検知
されるとステップＳ２８４に進み、外壁の送受信電極７２６への信号印加を禁止する。こ
れは、データの受領を表示面へのタッチの場合に限り、悪意の相手からの情報受領を防止
するためのセキュリティ対策の一つである。次いでステップＳ２８６で表示部７１５の送
受信電極７６２に人体通信用の信号を印加してステップＳ２８８に移行する。
【０１３５】
ステップＳ２８８では、相手の携帯電話からのデータ受領処理を行ってステップＳ２９０
に移行する。データ受領処理の詳細は後述する。一方、ステップＳ２８２で受領操作が検
知されないときは、直接ステップＳ２９０に移行する。ステップＳ２９０では、人体通信
終了操作が行われたかどうかチェックが行われる。人体通信終了操作が検知された場合は
ステップＳ２９２に移行し、すべての送受信電極への人体通信用信号の印加を停止してス
テップＳ２９４に移行する。一方、ステップＳ２９０で人体通信終了操作が検知されなか
った場合はステップＳ２７０に戻り、以下ステップＳ２９０で人体通信終了操作が検知さ
れない限りステップＳ２７０からステップＳ２９０が繰り返されて人体通信による情報伝
達または情報受領操作に対応する。
【０１３６】
図１７は、図１６のステップＳ２７８におけるデータ伝達処理の詳細を示すフローチャー
トである。フローがスタートすると、ステップＳ３０２で表示部間人体通信モードである
かどうかのチェックが行われる。該当しなければ外壁の送受信電極からの人体通信が可能
であることを意味するのでステップＳ３０４に進み、伝達すべきデータが選択記憶済みで
あるかどうかチェックする。伝達すべきデータが選択されていなければステップＳ３０６
に進み、データ選択のための表示部へのタッチがあったかどうかチェックする。そして、
タッチがなければステップＳ３０６を繰り返してタッチを待つ。
【０１３７】
ステップＳ３０６で表示部へのタッチが検知されるとステップＳ３０８でタッチ位置検知
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処理が行われ、その結果に基づいてステップＳ３１０で伝達すべきデータの特定が行われ
る。次いでステップＳ３１２で表示部から一旦指が離れたかどうかチェックする。タッチ
が継続していればステップＳ３１２を繰り返してタッチ解除を待つ。そしてステップＳ３
１２で表示部タッチ解除が検知されるとステップＳ３１４に進み、伝達すべきデータの選
択を記憶してステップＳ３１６に移行する。なお、ステップＳ３０４で伝達すべきデータ
が既に選択されて記憶済みであることが検知されたときは直接ステップＳ３１６に移行す
る。
【０１３８】
ステップＳ３１６では、第１携帯電話７０４を保持するユーザの指が第２携帯電話８０４
の表示部８１５にタッチすることにより人体通信の接続が確立されたかどうかチェックす
る。そして接続が確立されていればステップＳ３１８でデータの伝達が完了したかどうか
チェックし、完了であればステップＳ３２０に進んで該当する伝達データの選択記憶を消
去してフローを終了する。一方、ステップＳ３１８で伝達完了が検知でないときはステッ
プＳ３１６に戻り、接続が確立されている限りステップＳ３１６とステップＳ３１８を繰
り返して伝達完了を待つ。
【０１３９】
一方、ステップＳ３１６で接続確立が検知できないときはステップＳ３２２に進み、図１
６のステップＳ２７０における伝達操作検知から所定時間が経過したかどうかチェックす
る。そして所定時間の経過が検知されると直ちにフローを終了する。このとき、伝達デー
タの選択記憶は消去されないので、伝達操作をやり直す時に利用できる。一方、ステップ
Ｓ３２２で所定時間の経過が検知されないときはステップＳ３１６に戻り、以下伝達完了
または所定時間経過が検知されない限りステップＳ３１６からステップＳ３２２を繰り返
し、データの伝達を継続する。
【０１４０】
また、ステップＳ３０２で表示部間人体通信モードが検知された時はステップＳ３２４に
移行し、表示部へのタッチが行われたかどうかチェックする。タッチが検知されないとき
はステップＳ３０２に戻り、以下タッチが検知されるまでステップＳ３０２とステップＳ
３２４を繰り返す。ステップＳ３２４でタッチが検知されるとステップＳ３２４に進み、
タッチ位置検知処理を行う。そしてタッチ位置検知結果に基づき、伝達データを特定して
ステップＳ３１６に移行する。このとき、伝達データ選択記憶は行われないので、タッチ
が解除されステップＳ３１６で接続確立が検知されなくなるとデータ伝達は行われなくな
る。このように表示部間人体通信モードでは、伝達側での表示部タッチと受領側の表示部
タッチの両者が同時に行われて伝達データの特定および受領位置の特定がリアルタイムで
確立している間のみデータ伝達が行われる。具体的には、一方の手の指で伝達側での表示
部をタッチし、同時に他方の手の指で受領側の表示部をタッチするような動作でのみ伝達
が可能となる。
【０１４１】
図１８は、図１６のステップＳ２８８におけるデータ受領処理の詳細を示すフローチャー
トである。なお、ここまで図１６を第１携帯電話７０４のフローとして説明してきたが、
ステップＳ２８８のデータ受領処理は、データを受領する際の機能である。そこで、図１
４および図１５において第２携帯電話８０４をデータ受領側の携帯電話として説明してき
た都合上、これに合わせ、図１８を第２携帯電話の機能とし、図１４および図１５を参照
しながら説明することとする。但し、これはあくまで説明の整合性ためのものであって、
第１携帯電話７０４と第２携帯電話８０４は全く同じ構成と機能を持つことは言うまでも
ない。つまり、両者とも図１６から図１８に示したデータ伝達およびデータ受領の機能を
持ち、いずれがデータ伝達側となるかデータ受領側となるかは任意である。
【０１４２】
図１８においてフローがスタートすると、ステップＳ３３２において第２携帯電話８０４
の表示部８１５へのタッチがあったかどうかがチェックされる。そしてタッチがあればス
テップＳ３３４に進み、同一のユーザが第１携帯電話７０４にも接触していて人体通信の
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ための接続が確立しているかどうかチェックする。接続の確立が検知されるとステップＳ
３３６に進み、タッチ位置検出部８５４を用いたタッチ位置検知処理が行われる。次いで
、ステップＳ３３８においてタッチ位置検知結果に基づき受領データを格納する記憶部８
１８のアドレスが特定され、ステップＳ３４０でデータの受領および格納を開始してステ
ップＳ３４２に移行する。
【０１４３】
ステップＳ３４２では、データ受領中であることの表示が表示部８１５で行われ、ステッ
プＳ３４４に進んでデータ伝達が完了したかどうかチェックされる。伝達完了が検知され
るとステップＳ３４６でデータの受領完了表示を表示部８１５にて行いフローを終了する
。一方、ステップＳ３４４で伝達完了が検知されない時はステップＳ３４８に移行し、人
体通信の接続か継続されているかどうかチェックされる。接続継続が検知されるとステッ
プＳ３５０に進み、図１６のステップＳ２８２における受領操作検知から所定時間が経過
したかどうかチェックされる。そして所定時間経過が検知されない場合はステップＳ３４
２に戻り、以下、伝達完了が検知されるか、接続継続が検知されなくなるか、または所定
時間経過が検知されるかしない限り、ステップＳ３４４、ステップＳ３４８およびステッ
プＳ３５０を繰り返してデータの伝達が進行する。
【０１４４】
これに対し、ステップＳで所定時間の経過が検知されるかステップＳ３４８で接続の継続
が検知されなくなるとステップＳ３５２に進んでデータ受領エラーの表示を表示部８１５
にて行い、フローを終了する。また、ステップＳ３３２で表示部へのタッチが検知されな
いときはステップＳ３５４に移行し、図１６のステップＳ２８２における受領操作検知か
ら所定時間が経過したかどうかがチェックされる。そして所定時間経過が検知されない場
合はステップＳ３３２に戻り、以下、所定時間経過が検知されない限りステップＳ３３２
およびステップＳ３５４を繰り返して表示部へのタッチを待つ。一方、ステップＳ３５４
で所定時間の経過が検知された時はステップＳ３５６に進んで接続失敗の示表示を表示部
８１５にて行い、フローを終了する。
【０１４５】
なお、実施例８においては、図１５で第１携帯電話７０４の表示画面７１５に表示されて
いる画像アイコン７０５に対応する画像データが第２携帯電話８０４の表示画面８１５に
表示されているフォルダアイコン８０５に対応するディレクトリの格納位置に格納される
場合の表示例を示したが、画像受領側の表示は図１５のような場合に限るものではない。
例えば、第２携帯電話８０４の表示画面８１５を画像アイコンが表示される状態に設定し
ておけば、表示画面７１５の画像アイコンが表示画面８１５上にコピーアンドペーストま
たはカットアンドペーストされたごとき表示を行うことができる。このように本発明の特
徴に従えば、表示画面７１５と表示画面８１５があたかも全体として一画面であるかのよ
うな感覚で、情報伝達のためのタッチパネルによるＧＵＩ操作を行うことができる。
【０１４６】
以上説明して本発明の特徴の実施は、上記の実施例に限るものではなく、種々の実施にお
いてその利点を享受できる。例えば、上記実施例８の特長は、携帯電話同士の情報伝達に
限らず、複数のパソコンのモニタ画面間でのデータ伝達においても実施可能である。この
場合、携帯電話７０４の外壁に設けられた送受信電極７２６は、パソコンに接続されたマ
ウスに設けることが可能である。これによって、第１パソコンのマウスを右手で持ちなが
ら、第１パソコンのモニタ画面と第２パソコンのモニタ画面を左手指で順次タッチするこ
とで第１パソコンから第２パソコンにデータを伝達できる。さらに、右手指で第１パソコ
ンのモニタ画面をタッチし、同時に左手指で第２パソコンのモニタ画面をタッチすること
でも、パソコン間のデータ伝達を行うことができる。
【０１４７】
さらに、実施例８の特徴において、伝達すべきデータの特定は、必ずしもデータ伝達側の
機器のタッチパネルで行うものに限るものではなく、通常の表示画面のカーソルをマウス
で操作することによっても可能である。このようにして種々の手段によって特定されたデ
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ータであっても、これをデータ受領側の機器のタッチパネルをタッチする指を通じ、受領
側の機器の所望位置に入力することが可能である。
【０１４８】
また、上記各実施例の携帯電話において説明した種々の機能はそれぞれ別々の携帯電話と
して実施する必要はなく、図１から図１８に示した全ての機能またはそれらから適宜選択
された複数の機能を一つの携帯電話に搭載して実施することは任意である。
【産業上の利用可能性】
【０１４９】
本発明の特徴は、携帯電話などのモバイル機器やパソコンなど表示部を備えた種々の機器
に利用できる。
【符号の説明】
【０１５０】
７１５、８１５　表示画面
７５４、８５４　検知部
７１８、８１８　記憶部
７２４、７６２、８２４、８６２　人体通信部（第１の人体通信部）
７１４、８１４　制御部
７２４、７２６、８２４、８２６　第２の人体通信部

【図１】 【図２】
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